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 1

１ 調査の目的 
この調査は、安心して生活できる地域づくりに役立てるための基礎資料として、住民

の意識、要望等を把握し、今後の猿投地域のまちづくりに反映させることを目的に実施

しました。 

 

２ 調査の設計及び有効回収数 
調 査 対 象：猿投地域に居住する自治区加入者 

標  本  数：【平成 20 年度分】250 件 

        【平成 18 年度分】2275 件 

調 査 方 法：自治区長・組長・区議員による配布、回収 

調 査 時 期：【平成 20 年度分】平成 20 年７月 

        【平成 18 年度分】平成 19 年 1 月～3月 

有 効 回 収 数：【平成 20 年度分】173 件（回収率約 69％） 

        【平成 18 年度分】1433 件（回収率約 63％） 

 

 

３ 報告書の見方 
①比率は全てパーセントで表し、小数点以下第２位を四捨五入して算出しました。この

ため、合計が 100％にならないこともあります。 

②基数となるべき実数は、件数として掲載しました。したがって比率は、件数を 100％

として算出しています。 

③複数回答が可能な質問の場合は、その項目を選んだ人が、回答者全体のうち何％なの

かという見方をします。このため、各項目の比率の合計は通常 100％を超えます。 

④報告書中の文章、表、グラフ等の見出しの回答選択肢は、本来の意味を損なわない程

度に省略して掲載している場合があります。 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ 調査の概要 
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Ⅱ 調査結果の分析 

【平成 20 年度分】 
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１ 回答者の属性 
１－１ 性別 

 

● 調査回答者の性別については、「男性」

が 80.9％、「女性」が 15.0％となっていま

す。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１－２ 年代 

 

● 調査回答者の年代については、「50 歳

代」(37.6％)が最も多く、次いで「60 歳

代」(31.8％)、「40 歳代」(13.3％)、「30

歳代」(11.6％)となっており、「70 歳以上」

(3.5％)「29 歳以下」（1.7％）の回答は少

なくなっています。 

  

 

 

 

件数=173

男性
80.9%

女性
15.0%

無回答
4.0%

(件数=173)

29歳以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

無回答

(%)

1.7

11.6

13.3

37.6

31.8

3.5

0.6

0 20 40
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１－３ 自治区 

 

● 居住している自治区については、「さな

げ台」(22.5％)が最も多く、次いで「乙部

ヶ丘第１」(17.9％)、「加納町」(15.0％)、

「亀首町」(15.0％)、「舞木町」(9.8％)

となっています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１－４ 猿投地域での居住年数 

 

● 猿投地域での居住年数については、「30

年以上」(48.6％)が最も多く、次いで「20

年以上～30 年未満」(23.7％)、「10 年以上

～20 年未満」(12.1％)、「５年未満」

(10.4％)、「５年以上～10 年未満」(4.6％)

となっています。10 年未満はあわせて

15.0％です。 

  

 

 

 

 

 

(件数=173)

猿投

加納町

舞木町

本徳

乙部

亀首町

さなげ台

乙部ケ丘第１

(%)

8.1

15.0

9.8

4.6

6.9

15.0

22.5

17.9

0 10 20 30

(件数=173)

５年未満

５年以上～10年未満

10年以上～20年未満

20年以上～30年未満

30年以上

無回答

(%)

10.4

4.6

12.1

23.7

48.6

0.6

0 20 40 60
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１－５ 家族構成 

 

● 家族構成については、「親子(２世代)」

(56.6％)が最も多く、次いで「夫婦のみ」

(19.7％)、「親・子・孫(３世代)」(17.9％)、

「一人暮らし」(0.6％)となっています。 

  

 

 

 

 

 

 

１－６ 職業 

 

● 職業については、「勤め人(フルタイム)」

(63.0％)が最も多く、次いで「無職」

(11.6％)、「自営業・家族従業」(8.7％)、

「パート・アルバイト」(7.5％)、「家事専

従」(5.8％)となっています。また、「学生」

は 0.0％となっています。 

  

 

 

 

 

 

 

１－７ 地域での役職 

 

● 地域での役職については、「自治区の組

長」（60.7％）が最も多く、次いで「自治

区の組長以外の役員（区長、評議員等）」

（32.4％）、「地域会議委員」（9.8％）とな

っています。 

  

 

 

 

(件数=173)

一人暮らし

夫婦のみ

親子（２世代）

親・子・孫（３世代）

その他

(%)

0.6

19.7

17.9

5.2

56.6

0 20 40 60

(件数=173)

勤め人（フルタイム）

自営業・家族従業

パート・アルバイト

家事専従

学生

無職

その他

(%)

63.0

8.7

7.5

5.8

0.0

11.6

3.5

0 50 100

(件数=173)

自治区の組長

自治区の組長以外の役
員（区長、評議員等）

地域会議委員

その他

無回答

(%)

60.7

32.4

9.8

4.0

1.2

0 50 100
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２ 猿投地域のまちづくり全般について 
２－１ 猿投地域会議の認知度 

問８ あなたは、猿投地域会議についてどの程度知っていますか。  （○は１つだけ）

 

● 『猿投地域会議の認知度※』は、83.8％で、うち、「役割やメンバーなどだいたい知っ

ている」が 31.2％、「聞いたことはあるが、内容はあまり知らない」が 52.6％となって

います。一方、「まったく知らない」は 14.5％となっています。 
 
※「役割やメンバーなどだいたい知っている」「聞いたことはあるが、内容はあまり知らない」の計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（％）

173件31.2 52.6 14.5 1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

役
割
や
メ
ン
バ
ー

な
ど

だ
い
た
い
知
っ

て
い
る

聞
い
た
こ
と
は
あ
る
が
、

団
体
、

内
容
は

あ
ま
り
知
ら
な
い

ま
っ

た
く
知
ら
な
い

そ
の
他

無
回
答

猿投地域会議とは 

地域会議の主な役割は、①地域の課題解消に向けて住民参加のもと解決策を検討 ②市長からの諮問に対する審

議・答申 ③わくわく事業の審査 ④情報(地域会議だよりなど)の発信です。 
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● 年代別で『猿投地域会議の認知度』が最も高い年代は「60 歳代」で９割以上を占めて

いる結果となっています。一方、「29 歳以下」では全ての人が「まったく知らない」と回

答しています。 

（％）

29歳以下

30歳代

60歳代

70歳以上

40歳代 23件

20件

3件

50歳代

6件

55件

65件

8.7

26.2

58.2

50.0

50.0

82.6

58.5

38.2

33.3

100.0

50.0

8.7

10.8

3.6

16.7

4.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

役
割
や
メ
ン
バ
ー

な
ど

だ
い
た
い
知
っ

て
い
る

聞
い
た
こ
と
は
あ
る
が
、

団
体
、

内
容
は

あ
ま
り
知
ら
な
い

ま
っ

た
く
知
ら
な
い

そ
の
他

無
回
答

亀首町

猿投

（％）

さなげ台

乙部ケ丘第１

加納町

舞木町

本徳

乙部 12件

26件

39件

31件

14件

26件

17件

8件

42.9

61.5

23.5

50.0

41.7

30.8

17.9

12.9

57.1

30.8

64.7

37.5

41.7

53.8

59.0

61.3

7.7

11.8

12.5

16.7

11.5

17.9

25.8

3.8

5.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

役
割
や
メ
ン
バ
ー

な
ど

だ
い
た
い
知
っ

て
い
る

聞
い
た
こ
と
は
あ
る
が
、

団
体
、

内
容
は

あ
ま
り
知
ら
な
い

ま
っ

た
く
知
ら
な
い

そ
の
他

無
回
答
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２－２ わくわく事業（地域づくり補助事業）の認知度 

問９ あなたは、「わくわく事業（地域づくり補助事業）」についてどの程度知っています

か。                              （○は１つだけ）

 

● 『わくわく事業(地域づくりの補助事業)の認知度※』は、81.0％で、うち、「具体的な

内容などよく知っている」が 32.4％、「聞いたことはあるが、内容はあまり知らない」が

48.6％となっています。一方、「まったく知らない」は 17.3％となっています。 
 
※「具体的な内容などよく知っている」「聞いたことはあるが、内容はあまり知らない」の計 
 
 

 

 

（％）

173件32.4 48.6 17.3 1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

具
体
的
な
団
体
や

活
動
内
容
な
ど
知
っ

て
い
る

聞
い
た
こ
と
は
あ
る
が
、

内
容
は
あ
ま
り
知
ら
な
い

ま
っ

た
く
知
ら
な
い

そ
の
他

無
回
答

わくわく事業(地域づくり補助事業)とは 

自信と誇りのもてる地域を目指し、住民が主体となって実施する地域づくり事業「わくわく事業」に対し、市が助

成を行う地域活動支援制度です。補助内容等の審査は、地域会議が行います。 

助成対象は、５人以上で組織された団体で、活動が地域から支持される団体です。 
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● 年代別で「わくわく事業（地域補助事業）の認知度」が最も高い年代は、「70 歳以上」

で 100％を占めている結果となっています。一方、「30 歳代」では半数が「まったく知ら

ない」と回答しています。 

（％）

29歳以下

30歳代

60歳代

70歳以上

40歳代 23件

20件

3件

50歳代

6件

55件

65件

10.0

21.7

24.6

54.5

50.0

66.7

40.0

65.2

52.3

38.2

50.0

33.3

50.0

13.0

18.5

7.3

4.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

具
体
的
な
団
体
や

活
動
内
容
な
ど
知
っ

て
い
る

聞
い
た
こ
と
は
あ
る
が
、

内
容
は
あ
ま
り
知
ら
な
い

ま
っ

た
く
知
ら
な
い

そ
の
他

無
回
答

亀首町

猿投

（％）

さなげ台

乙部ケ丘第１

加納町

舞木町

本徳

乙部 12件

26件

39件

31件

14件

26件

17件

8件

71.4

50.0

47.1

37.5

33.3

30.8

5.1

25.8

28.6

42.3

35.3

37.5

41.7

46.2

61.5

61.3

7.7

17.6

25.0

25.0

19.2

28.2

12.9

3.8

5.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

具
体
的
な
団
体
や

活
動
内
容
な
ど
知
っ

て
い
る

聞
い
た
こ
と
は
あ
る
が
、

内
容
は
あ
ま
り
知
ら
な
い

ま
っ

た
く
知
ら
な
い

そ
の
他

無
回
答
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２－３ 猿投地域の住みやすさ 

問 10 あなたは、総合的にみて、猿投地域は住みやすい地域だと思いますか。 

（○は１つだけ）

 

● 猿投地域の住みやすさについては、『住みやすい※１』と感じている人は 63.0％とな

っており、『住みにくい※２』と感じている人は 9.3％となっています。 
 
※１「とても住みやすい」「どちらかというと住みやすい」の計 

※２「どちらかというと住みにくい」「とても住みにくい」の計 

 

 

39件

31件

14件

26件

17件

8件

さなげ台

乙部ケ丘第１

加納町

舞木町

本徳

乙部 12件

26件

猿投

（％）

亀首町

42.9

15.4

23.5

12.5

8.3

19.2

10.3

6.5

28.6

53.8

52.9

37.5

41.7

42.3

56.4

45.2

21.4

19.2

11.8

12.5

50.0

30.8

17.9

32.3

7.1

7.7

37.5

7.7

16.1

5.9

2.6

3.8

7.7

5.1

5.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

と
て
も
住
み
や
す
い

ど
ち
ら
か
と
い
う
と

住
み
や
す
い

住
み
や
す
い
と
も

住
み
に
く
い
と
も
言
え
な
い

ど
ち
ら
か
と
い
う
と

住
み
に
く
い

と
て
も
住
み
に
く
い

ま
っ

た
く
判
断
で
き
な
い

（

わ
か
ら
な
い
）

無
回
答

（％）

173件15.6 47.4 24.3 8.7 2.90.6

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

と
て
も
住
み
や
す
い

ど
ち
ら
か
と
い
う
と

住
み
や
す
い

住
み
や
す
い
と
も

住
み
に
く
い
と
も
言
え
な
い

ど
ち
ら
か
と
い
う
と

住
み
に
く
い

と
て
も
住
み
に
く
い

ま
っ

た
く
判
断
で
き
な
い

（

わ
か
ら
な
い
）

無
回
答
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● 年代別でみると、『住みやすい※１』と感じる人は、いずれの年代でも５割以上を占め

ています。 
 
※１「とても住みやすい」「どちらかというと住みやすい」の計 

 

（％）

6件

55件

23件

20件

3件

50歳代 65件

29歳以下

30歳代

60歳代

70歳以上

40歳代

10.0

21.7

12.3

18.2

33.3

66.7

40.0

43.5

50.8

47.3

33.3

33.3

35.0

17.4

23.1

25.5

16.7

15.0

13.0

5.5

16.7

4.3

4.6

3.6

7.7 1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

と
て
も
住
み
や
す
い

ど
ち
ら
か
と
い
う
と

住
み
や
す
い

住
み
や
す
い
と
も

住
み
に
く
い
と
も
言
え
な
い

ど
ち
ら
か
と
い
う
と

住
み
に
く
い

と
て
も
住
み
に
く
い

ま
っ

た
く
判
断
で
き
な
い

（

わ
か
ら
な
い
）

無
回
答
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２－４ 住みやすい理由、住みにくい理由(具体的な意見) 

問 10－１ 「住みやすい」または「住みにくい」それぞれの理由について、具体的にお書

きください。 

● 住みやすい理由、住みにくい理由をたずねたところ、102 件の意見が得られました。

以下に主な意見を掲載します。 

 

◆住みやすい理由 

内容 

・ほどよく田舎である。 

・騒音などが少なくて環境が良いから 

・病院や学校等、生活環境が整っている。 

・風土や気候、企業、学校等に恵まれている。 

・昔からの友人知人が多い。 

・ほとんどの方の顔を知っているから住みやすい。 

・地域活動へ参加しやすい。 

・住み慣れたまちである。 

・犯罪の発生・交通事故などが少ない。 

・数年前の外国人による犯罪が多かった頃と比較すると住みやすい。 

・治安が良い。     など 

 

◆住みにくい理由 

内容 

買物、交通の便があまり良くない。 

車の量が多いわりに、道路の整備が悪い。 

公共の交通機関が少ない。マイカーでないと、どこへも行けない。 

小学校が遠い、通学が心配。 

道路に街灯が少なく夜道が暗い。坂が多い。道が狭い。 

スーパーがない。 

日用品の購入が不便（スーパーマーケット、商店等が遠い）。 

行事が多過ぎる。 

地域住民の話し合いが少なく、一部の方で物事を決めることが多い。   など 
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３ 猿投地域観光交流振興マップについて 

３－１ 観光交流振興マップへの期待 

問 11 猿投地域会議の提言により、今年度猿投の名所、旧跡など地域資源を盛り込んだ観

光交流振興マップを作成します。マップの活用方法に何を期待しますか。 

（○は１つだけ）

 

● 観光交流振興マップの活用方法に期待するものについて、「自然環境保全に役立つこと

を期待する」（31.2％）と回答した人が最も多くなっています。次いで、「地場産業、地

域振興の基盤となることを期待する」（19.7％）、「伝統文化、芸術の継承に役立つことに

期待する」（19.7％）、「不足の事態に備えた医療機関マップが掲載されることを期待する」

（17.9％）となっています。 
 

（％）

173件31.2 19.7 19.7 17.9 2.96.9

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自
然
環
境
保
全
活
動
に

役
立
つ
こ
と
を
期
待
す
る

地
場
産
業
、

地
域
振
興
の

基
盤
と
な
る
こ
と
を
期
待
す
る

伝
統
文
化
、

芸
術
の
継
承
に

役
立
つ
こ
と
に
期
待
す
る

不
測
の
事
態
に
備
え
た

医
療
機
関
マ
ッ

プ
が

掲
載
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る

地
域
外
の
方
に

地
域
の
行
事
等
を
紹
介
す
る

役
割
を
期
待
す
る

そ
の
他

無
回
答
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● 年代別にみると、「自然環境保全に役立つことを期待する」では「50 歳代」（40.0％）

が最も多くなっています。「地場産業、地域振興の基盤となることを期待する」では「30

歳代」（45.0％）が最も多くなっています。 

（％）

6件

55件

23件

20件

3件

50歳代 65件

29歳以下

30歳代

60歳代

70歳以上

40歳代

33.3

5.0

17.4

40.0

36.4

16.7

45.0

26.1

13.8

18.2

10.0

26.1

21.5

18.2

33.3

66.7

25.0

17.4

12.7

50.0

10.0

13.0

10.9

5.0

3.6

7.715.4 1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自
然
環
境
保
全
活
動
に

役
立
つ
こ
と
を
期
待
す
る

地
場
産
業
、

地
域
振
興
の

基
盤
と
な
る
こ
と
を
期
待
す
る

伝
統
文
化
、

芸
術
の
継
承
に

役
立
つ
こ
と
に
期
待
す
る

不
測
の
事
態
に
備
え
た

医
療
機
関
マ
ッ

プ
が

掲
載
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る

地
域
外
の
方
に

地
域
の
行
事
等
を
紹
介
す
る

役
割
を
期
待
す
る

そ
の
他

無
回
答

39件

31件

14件

26件

17件

8件

さなげ台

乙部ケ丘第１

加納町

舞木町

本徳

乙部 12件

26件

猿投

（％）

亀首町

28.6

26.9

35.3

37.5

50.0

38.5

30.8

19.4

28.6

23.1

17.6

8.3

26.9

10.3

29.0

7.1

26.9

29.4

50.0

25.0

7.7

15.4

19.4

14.3

15.4

16.7

7.7

28.2

22.6

14.3

7.7

12.5

11.5

5.1

6.5

7.1

3.8

3.2

3.8

10.3

17.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自
然
環
境
保
全
活
動
に

役
立
つ
こ
と
を
期
待
す
る

地
場
産
業
、

地
域
振
興
の

基
盤
と
な
る
こ
と
を
期
待
す
る

伝
統
文
化
、

芸
術
の
継
承
に

役
立
つ
こ
と
に
期
待
す
る

不
測
の
事
態
に
備
え
た

医
療
機
関
マ
ッ

プ
が

掲
載
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る

地
域
外
の
方
に

地
域
の
行
事
等
を
紹
介
す
る

役
割
を
期
待
す
る

そ
の
他

無
回
答
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４ バス利用について 

４－１ とよたおいでんバスの認知度 

問 12 猿投地域では、とよたおいでんバスが運行しています。あなたは、「とよたおいで

んバス」をどの程度知っていますか。        （あてはまるもの全てに○を）

(件数=173)

私は、よく利用している

私は、利用したことがある

家族は、利用している

家族は、利用したことがある

利用したことはないが、路線や運
行日などだいたい知っている

聞いたことはあるが、路線等内容
はあまり知らない

まったく知らない

(%)

5.8

17.9

8.7

16.2

36.4

27.2

1.7

0 10 20 30 40

 

● 「まったく知らない」は 1.7％となっており、知っている人または、利用経験者が多

く、認知度は非常に高くなっている。 
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● 年代別でみると、「まったく知らない」が 30 歳代と 40 歳代で多くなっている。また、

「聞いたことはあるが、路線等内容はあまり知らない」が 20～30 歳代で多く、若年層で

内容の詳細までの認知は低くなっている。利用未経験だが、詳細を知っている（利用し

たことはないが、路線や運行日などだいたい知っている）と答えた人は年齢が高くなる

に連れて多くなっている。 
 
 

乙部：12件 亀首町：26件 さなげ台：39件 乙部ケ丘第１：31件

私は、よく利用している

私は、利用したことがある

家族は、利用している

家族は、利用したことがある

利用したことはないが、路線や運行日な
どだいたい知っている

聞いたことはあるが、路線等内容はあま
り知らない

まったく知らない

(％)

8.3

0.0

8.3

25.0

58.3

8.3

0.0

0 20 40 60

7.7

19.2

3.8

19.2

30.8

34.6

0.0

0 20 40 60

5.1

25.6

12.8

12.8

20.5

35.9

2.6

0 20 40 60

9.7

16.1

9.7

25.8

38.7

19.4

0.0

0 20 40 60

猿投：14件 加納町：26件 舞木町：17件 本徳：8件

家族は、利用している

家族は、利用したことがある

利用したことはないが、路線や運行日な
どだいたい知っている

聞いたことはあるが、路線等内容はあま
り知らない

まったく知らない

(％)

私は、よく利用している

私は、利用したことがある 14.3

21.4

0.0

57.1

14.3

0.0

7.1

0 20 40 60

3.8

15.4

3.8

23.1

57.7

11.5

0.0

0 20 40 60

5.9

23.5

11.8

17.6

29.4

17.6

0.0

0 20 40 60

0.0

0.0

0.0

0.0

50.0

37.5

12.5

0 20 40 60

29歳以下：3件 30歳代：20件 40歳代：23件 50歳代：65件 60歳代：55件 70歳以上：6件

私は、よく利用している

私は、利用したことがある

家族は、利用している

家族は、利用したことがある

利用したことはないが、路線や運行日な
どだいたい知っている

聞いたことはあるが、路線等内容はあま
り知らない

まったく知らない

(％)

33.3

0.0

33.3

0.0

66.7

0.0

0.0

0 20 40 60 80

10.0

0.0

10.0

15.0

30.0

40.0

5.0

0 20 40 60 80

17.4

17.4

26.1

30.4

17.4

4.3

4.3

0 20 40 60 80

4.6

16.9

4.6

21.5

32.3

30.8

1.5

0 20 40 60 80

7.3

23.6

9.1

7.3

45.5

21.8

0.0

0 20 40 60 80

0.0

33.3

16.7

0.0

66.7

0.0

0.0

0 20 40 60 80



 

 17

４－２ 猿投地域における将来のバス運行 

問 13 猿投地域における将来のバス運行についてどのように思いますか。（○は１つだけ）

 

● 猿投地域における将来のバス運行について「おいでんバスの路線の拡大やバス運行の

充実を希望する」（48.6％）が最も多く、次いで「現状のままでよい」（39.9％）となっ

ています。一方、「おいでんバスは縮小してもよい」は 2.9％と少なくなっています。 

 

 

39件

31件

14件

26件

17件

8件

さなげ台

乙部ケ丘第１

加納町

舞木町

本徳

乙部 12件

26件

猿投

（％）

亀首町

14.3

42.3

23.5

50.0

41.7

50.0

33.3

54.8

7.1

5.9

5.1

3.2

64.3

42.3

64.7

37.5

41.7

50.0

48.7

41.9

14.3

15.4

12.5

16.7

12.8

5.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現
状
の
ま
ま
で
よ
い

お
い
で
ん
バ
ス
は

縮
小
し
て
も
よ
い

お
い
で
ん
バ
ス
の

路
線
の
拡
大
や
バ
ス
運
行
の

充
実
を
希
望
す
る

そ
の
他

（％）

173件39.9 2.9 48.6 8.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現
状
の
ま
ま
で
よ
い

お
い
で
ん
バ
ス
は

縮
小
し
て
も
よ
い

お
い
で
ん
バ
ス
の

路
線
の
拡
大
や
バ
ス
運
行
の

充
実
を
希
望
す
る

そ
の
他
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6件

55件

23件

20件

3件

50歳代 65件

29歳以下

30歳代

60歳代

70歳以上

40歳代

（％）

100.0

35.0

17.4

38.5

50.9

16.7

10.0

4.3

1.5

1.8

55.0

69.6

55.4

30.9

66.7

8.7

16.4

16.7

4.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現
状
の
ま
ま
で
よ
い

お
い
で
ん
バ
ス
は

縮
小
し
て
も
よ
い

お
い
で
ん
バ
ス
の

路
線
の
拡
大
や
バ
ス
運
行
の

充
実
を
希
望
す
る

そ
の
他
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４－３ バスの利用を高めるための取り組み 

問 14 猿投地域を運行するバスの利用を高めるために、どんな取り組みが最も有効だと思

いますか。                         （○は１つだけ）

(件数=173)

通勤・通学時間帯の運行本数を増やす

バス停の位置を民家の密度等と照らし合
わせ、利用しやすい位置にあらためる

１日利用パスカード、休日割引など利用
者に便利な仕組みを考える

バス停を、雨よけ・椅子つきのバス停に
整備する

利用の多い時間帯は、定員オーバーにな
らないような乗車人員のバスにする

地域がバスを使った行事を企画する

最終バスの運行時間を遅くまで延ばす

その他

無回答

(%)

32.4

13.9

12.7

10.4

6.9

6.4

6.4

9.2

1.7

0 10 20 30 40

 

● バス利用を高めるために必要だと思う取り組みについて、「通勤・通学時間帯の運行本

数を増やす」（32.4％）が最も多く、次いで「バス停の位置を民家の密度等と照らし合わ

せ、利用しやすい位置にあらためる」（13.9％）、「１日利用パスカード、休日割引など利

用者に便利な仕組みを考える（12.7％）」となっています。 

 



 

 20

 

 

 

 

 

 

29歳以下：3件 30歳代：20件 40歳代：23件 50歳代：65件 60歳代：55件 70歳以上：6件

(％)

無回答

利用の多い時間帯は、定員オーバーにな
らないような乗車人員のバスにする

地域がバスを使った行事を企画する

最終バスの運行時間を遅くまで延ばす

その他

通勤・通学時間帯の運行本数を増やす

バス停の位置を民家の密度等と照らし合
わせ、利用しやすい位置にあらためる

１日利用パスカード、休日割引など利用
者に便利な仕組みを考える

バス停を、雨よけ・椅子つきのバス停に
整備する

0.0

0.0

33.3

33.3

0.0

0.0

0.0

0.0

33.3

0 20 40 60

40.0

5.0

10.0

10.0

5.0

0.0

15.0

10.0

5.0

0 20 40 60

13.0

13.0

0.0

4.3

4.3

4.3

13.0

4.3

43.5

0 20 40 60

36.9

20.0

9.2

10.8

9.2

3.1

6.2

4.6

0.0

0 20 40 60

20.0

12.7

20.0

10.9

3.6

10.9

5.5

14.5

1.8

0 20 40 60

16.7

0.0

0.0

33.3

16.7

33.3

0.0

0.0

0.0

0 20 40 60

乙部：12件 亀首町：26件 さなげ台：39件 乙部ケ丘第１：31件

(％)

無回答

利用の多い時間帯は、定員オーバーにな
らないような乗車人員のバスにする

地域がバスを使った行事を企画する

最終バスの運行時間を遅くまで延ばす

その他

通勤・通学時間帯の運行本数を増やす

バス停の位置を民家の密度等と照らし合
わせ、利用しやすい位置にあらためる

１日利用パスカード、休日割引など利用
者に便利な仕組みを考える

バス停を、雨よけ・椅子つきのバス停に
整備する

33.3

0.0

8.3

0.0

8.3

0.0

8.3

8.3

33.3

0 20 40 60

38.5

19.2

15.4

7.7

0.0

3.8

3.8

11.5

0.0

0 20 40 60

35.9

17.9

10.3

7.7

7.7

2.6

10.3

7.7

0.0

0 20 40 60

29.0

0.0

16.1

16.1

9.7

6.5

12.9

6.5

3.2

0 20 40 60

猿投：14件 加納町：26件 舞木町：17件 本徳：8件

(％)

通勤・通学時間帯の運行本数を増やす

バス停の位置を民家の密度等と照らし合
わせ、利用しやすい位置にあらためる

最終バスの運行時間を遅くまで延ばす

その他

無回答

１日利用パスカード、休日割引など利用
者に便利な仕組みを考える

バス停を、雨よけ・椅子つきのバス停に
整備する

利用の多い時間帯は、定員オーバーにな
らないような乗車人員のバスにする

地域がバスを使った行事を企画する

0.0

14.3

0.0

14.3

7.1

0.0

14.3

7.1

42.9

0 20 40 60

15.4

23.1

11.5

23.1

3.8

19.2

0.0

3.8

0.0

0 20 40 60

29.4

0.0

23.5

5.9

11.8

0.0

11.8

17.6

0.0

0 20 40 60

50.0

25.0

0.0

0.0

12.5

0.0

0.0

12.5

0.0

0 20 40 60
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５ 地域の防犯･防災について 

５－１ 地域の犯罪に対する安全性 

問 15 あなたの住む自治区は、犯罪に対して安全なまちだと思いますか。 

 (○は１つだけ) 

 

● 地域の犯罪に対する安全性については、「時々、犯罪に対して不安を感じる」が 59.0％

で最も多く、次いで「特に不安もなく、安全なまちだと思う」が 37.0％、「毎日、とても

不安である」が 1.7％となっています。 

 

 

亀首町

猿投

（％）

さなげ台

乙部ケ丘第１

加納町

舞木町

本徳

乙部 12件

26件

39件

31件

14件

26件

17件

8件

57.1

46.2

23.5

25.0

8.3

30.8

51.3

29.0

42.9

53.8

70.6

62.5

83.3

61.5

48.7

64.5

7.7

3.2

12.5

8.3

3.2

5.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

特
に
不
安
も
な
く
、

安
全
な
ま
ち
だ
と
思
う

時
々
、

犯
罪
に
対
し
て
不
安
を
感
じ
る

毎
日
、

と
て
も
不
安
で
あ
る

そ
の
他

無
回
答

（％）

173件37.0 59.0 1.7

0.6

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

特
に
不
安
も
な
く
、

安
全
な
ま
ち
だ
と
思
う

時
々
、

犯
罪
に
対
し
て
不
安
を
感
じ
る

毎
日
、

と
て
も
不
安
で
あ
る

そ
の
他

無
回
答
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● 年代別でみると、「特に不安もなく、安全なまちだと思う」については「70 歳以上」

(83.3％)、「29 歳以下」(66.7％)で多くなっています。「時々、犯罪に対して不安を感じ

る」については「30 歳代」(80.0％)で最も多くなっています。 

 

（％）

29歳以下

30歳代

60歳代

70歳以上

40歳代 23件

20件

3件

50歳代

6件

55件

65件

66.7

15.0

21.7

36.9

45.5

83.3

33.3

80.0

69.6

60.0

50.9

16.7

5.0

3.6

8.7

1.5 1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

特
に
不
安
も
な
く
、

安
全
な
ま
ち
だ
と
思
う

時
々
、

犯
罪
に
対
し
て
不
安
を
感
じ
る

毎
日
、

と
て
も
不
安
で
あ
る

そ
の
他

無
回
答
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５－２ 不安を感じていること(具体的な意見) 

問 15-1 あなたは、どんなことに不安を感じていますか。具体的にお書きください。 

● 不安を感じていることをたずねたところ、100 件の意見が得られました。以下に主な

意見を掲載します。 

 

分類 主な理由 

・不審者や不審車両について ○他自治区よりの不審な人や車の流入。 

○不審者、車両等の情報を時々耳にする。 

○登校拒否、ニートなど若者の引きこもりが及ぼ

す、ストレス、妄想による身勝手な犯罪。 

○地区外の方が道路に長時間車を止めている。 

○小学生通学時の不審者。 など 

・空き巣や強盗について ○空き巣被害などをよく聞く。昔は施錠なしでも

安心であった。 

○空き巣、泥棒の被害にちょくちょく遭っている。

○車上ねらい。 など 

・治安の悪化について ○外国人及び犯罪の増加を感じる。特に若者の意

識が低下している。 

○保見団地で犯罪が時々あり、身近に感じている。

○全国的に多発している犯罪がこの地域でも発生

しないか心配である。 

○ホームレスらしき人が河原で生活していること

があった。 など 
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５－３ 犯罪を未然に防ぐために必要な活動 

問 16 犯罪を未然に防ぐために、あなたの住む自治区でどのような活動が必要だと思いま

すか。 (当てはまるものすべてに○) 

 

(件数=173)

見慣れない不審な人や車に注
意する

防犯灯を増やし、夜道を明る
くする

近所づきあいを密にし、声掛
け運動を行う

小学生などの登下校時の見守
り活動を行う

夜間防犯パトロールを頻繁に
行う

各家庭の門灯をつけて、夜道
を明るくする

被害を防ぐ勉強会、身を守る
講習会などを行う

その他

無回答

(%)

61.8

56.6

43.9

36.4

28.9

25.4

11.0

1.2

3.5

0 50 100

 

● 犯罪を未然に防ぐために必要な活動については、「見慣れない不審な人や車に注意す

る」が 61.8％で最も多く、次いで「防犯灯を増やし、夜道を明るくする」（56.6％）、「近

所づきあいを密にし、声掛け運動を行う」（43.9％）、「小学生などの登下校時の見守り活

動を行う」が 36.4％となっています。 
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乙部：12件 亀首町：26件 さなげ台：39件 乙部ケ丘第１：31件

(％)

無回答

夜間防犯パトロールを頻繁に行う

各家庭の門灯をつけて、夜道を明
るくする

被害を防ぐ勉強会、身を守る講習
会などを行う

その他

見慣れない不審な人や車に注意す
る

防犯灯を増やし、夜道を明るくす
る

近所づきあいを密にし、声掛け運
動を行う

小学生などの登下校時の見守り活
動を行う

58.3

16.7

25.0

25.0

16.7

25.0

0.0

0.0

58.3

0 20 40 60 80

53.8

65.4

42.3

50.0

38.5

30.8

23.1

0.0

7.7

0 20 40 60 80

61.5

59.0

56.4

25.6

41.0

28.2

2.6

2.6

5.1

0 20 40 60 80

58.1

48.4

35.5

29.0

29.0

29.0

6.5

3.2

0.0

0 20 40 60 80

猿投：14件 加納町：26件 舞木町：17件 本徳：8件

(％)

見慣れない不審な人や車に注意す
る

防犯灯を増やし、夜道を明るくす
る

被害を防ぐ勉強会、身を守る講習
会などを行う

その他

無回答

近所づきあいを密にし、声掛け運
動を行う

小学生などの登下校時の見守り活
動を行う

夜間防犯パトロールを頻繁に行う

各家庭の門灯をつけて、夜道を明
るくする

57.1

57.1

35.7

7.1

21.4

0.0

0.0

7.1

71.4

0 20 40 60 80

69.2

57.7

50.0

42.3

19.2

23.1

19.2

0.0

0.0

0 20 40 60 80

64.7

41.2

35.3

52.9

17.6

23.5

11.8

0.0

5.9

0 20 40 60 80

62.5

75.0

37.5

37.5

37.5

12.5

0.0

0.0

0.0

0 20 40 60 80
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● 年代別でみると、「見慣れない不審な人や車に注意する」は「40 歳代」（78.3％）で多

くなっています。「防犯灯を増やし、夜道を明るくする」は「30 歳代」(65.0％)、「60 歳

代」(61.8％)で多くなっています。「近所づきあいを密にし、声掛け運動を行う」は「60

歳代」(56.4％)で多くなっています。 

29歳以下：3件 30歳代：20件 40歳代：23件 50歳代：65件 60歳代：55件 70歳以上：6件

(％)

無回答

夜間防犯パトロールを頻繁に行う

各家庭の門灯をつけて、夜道を明
るくする

被害を防ぐ勉強会、身を守る講習
会などを行う

その他

見慣れない不審な人や車に注意す
る

防犯灯を増やし、夜道を明るくす
る

近所づきあいを密にし、声掛け運
動を行う

小学生などの登下校時の見守り活
動を行う

33.3

0.0

33.3

0.0

33.3

0.0

0.0

0.0

33.3

0 20 40 60 80

50.0

65.0

40.0

45.0

40.0

40.0

15.0

5.0

0.0

0 20 40 60 80

56.5

47.8

47.8

30.4

30.4

17.4

0.0

0.0

78.3

0 20 40 60 80

58.5

55.4

35.4

30.8

27.7

26.2

3.1

1.5

7.7

0 20 40 60 80

67.3

61.8

56.4

38.2

29.1

20.0

18.2

0.0

1.8

0 20 40 60 80

50.0

16.7

33.3

0.0

16.7

0.0

0.0

0.0

0.0

0 20 40 60 80
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５－４ 災害時の避難場所の認知 

問 17 あなたの家庭は地震等の自然災害が起きたときに、どこに避難すればよいか知って

いますか。 (○は１つだけ) 

 

● 被災時の避難場所の認知については、「知っている」が 86.1％となっていて、「知らな

い」が 9.8％となっています。 

 

 

39件

31件

14件

26件

17件

8件

さなげ台

乙部ケ丘第１

加納町

舞木町

本徳

乙部 12件

26件

猿投

（％）

亀首町

92.9

92.3

94.1

75.0

91.7

76.9

79.5

90.3

7.7

25.0

8.3

11.5

15.4

9.7

7.1

5.9

11.5

5.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知
っ

て
い
る

知
ら
な
い

無
回
答

173件

（％）

86.1 9.8 4.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知
っ

て
い
る

知
ら
な
い

無
回
答
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● 年代別でみると、「知っている」はどの年代でも８割以上を占めています。 

 

（％）

6件

55件

23件

20件

3件

50歳代 65件

29歳以下

30歳代

60歳代

70歳以上

40歳代

100.0

80.0

91.3

83.1

89.1

83.3

20.0

8.7

9.2

7.3

16.7

7.7

3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知
っ

て
い
る

知
ら
な
い

無
回
答
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５－５ 地震に対する家庭での備え 

問 18 近い将来、大規模な地震の発生が予想されていますが、あなたの家庭では、地震に

備えてどのような準備をされていますか。    （あてはまるものすべてに○） 

(件数=173)

懐中電灯やラジオ、非常持ち出し袋を
用意している

家族で避難する場所、連絡方法の確認
を行っている

家具類の固定や転倒防止器具を取り付
けている

自治区の防災訓練などに参加している

耐震構造の家を新築（マンション購
入）または転居した（予定している）

家屋の耐震工事を行った（計画してい
る）

その他

特に何もしていない

無回答

(%)

47.4

39.9

24.3

13.3

5.8

3.5

1.2

26.0

4.0

0 20 40 60

 

● 地震への備えについては、「懐中電灯やラジオ、非常持ち出し袋を用意している」が

47.4％で最も多く、次いで「家族で避難する場所、連絡方法の確認を行っている」が 39.9％、

「家具類の固定や転倒防止器具を取り付けている」が 24.3％、「自治区の防災訓練などに

参加している」が 13.3％となっています。一方、「特に何もしていない」は 26.0％とな

っています。 
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● 年代別でみると、「懐中電灯やラジオ、非常持ち出し袋を用意している」、「家族で避難

する場所、連絡方法の確認を行っている」は「29 歳以下」で最も多くなっています。一

方、「特に何もしていない」については「50 歳代」が 33.8％で最も多くなっています。 

29歳以下：3件 30歳代：20件 40歳代：23件 50歳代：65件 60歳代：55件 70歳以上：6件

(％)

無回答

耐震構造の家を新築（マンション購
入）または転居した（予定している）

家屋の耐震工事を行った（計画してい
る）

その他

特に何もしていない

懐中電灯やラジオ、非常持ち出し袋を
用意している

家族で避難する場所、連絡方法の確認
を行っている

家具類の固定や転倒防止器具を取り付
けている

自治区の防災訓練などに参加している

66.7

0.0

0.0

33.3

0.0

0.0

0.0

0.0

100

0 25 50 75 100

55.0

25.0

20.0

0.0

25.0

5.0

0.0

25.0

0.0

0 25 50 75 100

47.8

30.4

13.0

0.0

4.3

0.0

21.7

4.3

56.5

0 25 50 75 100

36.9

30.8

21.5

10.8

3.1

1.5

3.1

33.8

7.7

0 25 50 75 100

54.5

50.9

27.3

20.0

3.6

5.5

0.0

23.6

1.8

0 25 50 75 100

16.7

33.3

33.3

33.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0 25 50 75 100

乙部：12件 亀首町：26件 さなげ台：39件 乙部ケ丘第１：31件

(％)

無回答

耐震構造の家を新築（マンション購
入）または転居した（予定している）

家屋の耐震工事を行った（計画してい
る）

その他

特に何もしていない

懐中電灯やラジオ、非常持ち出し袋を
用意している

家族で避難する場所、連絡方法の確認
を行っている

家具類の固定や転倒防止器具を取り付
けている

自治区の防災訓練などに参加している

41.7

0.0

0.0

0.0

8.3

0.0

50.0

0.0

25.0

0 20 40 60 80

34.6

38.5

19.2

19.2

7.7

7.7

0.0

30.8

7.7

0 20 40 60 80

43.6

33.3

35.9

15.4

2.6

2.6

2.6

23.1

7.7

0 20 40 60 80

64.5

51.6

35.5

16.1

16.1

0.0

0.0

12.9

0.0

0 20 40 60 80

猿投：14件 加納町：26件 舞木町：17件 本徳：8件

(％)

懐中電灯やラジオ、非常持ち出し袋を
用意している

家族で避難する場所、連絡方法の確認
を行っている

その他

特に何もしていない

無回答

家具類の固定や転倒防止器具を取り付
けている

自治区の防災訓練などに参加している

耐震構造の家を新築（マンション購
入）または転居した（予定している）

家屋の耐震工事を行った（計画してい
る）

35.7

14.3

28.6

7.1

7.1

0.0

21.4

7.1

42.9

0 20 40 60 80

42.3

46.2

23.1

11.5

0.0

0.0

0.0

38.5

0.0

0 20 40 60 80

70.6

35.3

5.9

0.0

5.9

0.0

0.0

17.6

5.9

0 20 40 60 80

50.0

25.0

37.5

0.0

0.0

12.5

12.5

25.0

0.0

0 20 40 60 80
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６ 地域のふれあい活動や福祉関係について 
６－１ 近所づきあいの程度 

問 19 あなたのお宅では、ご近所のおつきあいをどの程度していますか。 

 (○は１つだけ) 

 

● 近所づきあいの程度については、『親密※１』が 53.8％で最も多く、『出会った時に交

流する※２』は 43.3％となっています。一方、「近所つきあいはしていない(誰が住んで

いるか知らない)」は 0％となっています。 

 
※１「日頃から何でも相談し合うなど積極的にしている」「時々、必要なときに話し合っている」の計 

※２「たまに、立ち話をする程度である」「会えば、あいさつをする程度である」の計 

 

 

39件

31件

14件

26件

17件

8件

さなげ台

乙部ケ丘第１

加納町

舞木町

本徳

乙部 12件

26件

猿投

（％）

亀首町

21.4

11.5

11.8

8.3

7.7

10.3

9.7

64.3

57.7

41.2

62.5

33.3

46.2

33.3

32.3

19.2

35.3

25.0

33.3

30.8

30.8

22.6

7.1

11.5

12.5

25.0

7.7

23.1

35.5

7.1

5.9

7.7

2.6

5.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

日
頃
か
ら

何
で
も
相
談
し
合
う
な
ど

積
極
的
に
し
て
い
る

時
々
、

必
要
な
と
き
に
話
し
合
っ

て
い
る

た
ま
に
、

立
ち
話
を
す
る
程
度
で
あ
る

会
え
ば
、

あ
い
さ
つ
を
す
る
程
度
で
あ
る

近
所
つ
き
あ
い
は
し
て
い
な
い

（

誰
が
住
ん
で
い
る
か
知
ら
な
い
）

そ
の
他

無
回
答

（％）

173件10.4 43.4 25.4 17.9 2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

日
頃
か
ら

何
で
も
相
談
し
合
う
な
ど

積
極
的
に
し
て
い
る

時
々
、

必
要
な
と
き
に
話
し
合
っ

て
い
る

た
ま
に
、

立
ち
話
を
す
る
程
度
で
あ
る

会
え
ば
、

あ
い
さ
つ
を
す
る
程
度
で
あ
る

近
所
つ
き
あ
い
は
し
て
い
な
い

（

誰
が
住
ん
で
い
る
か
知
ら
な
い
）

そ
の
他

無
回
答
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● 年代別でみると、『親密※１』は 30 歳以上で３割を超えており、特に「70 歳以上」は

８割以上を占めています。一方、『出会った時に交流する※２』は「29 歳以下」(100％)

で最も多くなっています。 

 
※１「日頃から何でも相談し合うなど積極的にしている」「時々、必要なときに話し合っている」の計 

※２「たまに、立ち話をする程度である」「会えば、あいさつをする程度である」の計 

 

（％）

6件

55件

23件

20件

3件

50歳代 65件

29歳以下

30歳代

60歳代

70歳以上

40歳代

10.0

13.0

10.8

10.9

25.0

17.4

47.7

54.5

83.3

66.7

25.0

56.5

20.0

18.2

33.3

40.0

13.0

14.5

16.7

6.2

1.8

15.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

日
頃
か
ら

何
で
も
相
談
し
合
う
な
ど

積
極
的
に
し
て
い
る

時
々
、

必
要
な
と
き
に
話
し
合
っ

て
い
る

た
ま
に
、

立
ち
話
を
す
る
程
度
で
あ
る

会
え
ば
、

あ
い
さ
つ
を
す
る
程
度
で
あ
る

近
所
つ
き
あ
い
は
し
て
い
な
い

（

誰
が
住
ん
で
い
る
か
知
ら
な
い
）

そ
の
他

無
回
答
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６－２ 地域の福祉に必要なもの 

問 20 あなたは、地域の福祉で特に何が必要だと思いますか。 

 (主なもの３つまで) 

(件数=173)

地域住民がお互いに助け合える
仕組みづくりをすること

身近な福祉サービスに関する情
報

気軽に相談できる地域相談窓口
の設置

地域で支援される人、支援する
人をつなぐ情報提供

市民の健康づくり活動などに支
援すること

地域で集まり福祉活動ができる
場所

福祉に関する体験学習の機会が
提供されること

ボランティアや件数ＰＯなど市
民の自主活動を育成すること

その他

特に何もしなくても、今のまま
で十分

無回答

(%)

63.0

45.7

36.4

23.1

16.8

16.2

12.1

9.2

1.7

3.5

3.5

0 50 100

 

● 地域の福祉に必要なものについては、「地域住民がお互いに助け合える仕組みづくり」

が 63.0％で最も多く、次いで「身近な福祉サービスに関する情報」が 45.7％、「気軽に

相談できる地域相談窓口の設置」が 36.4％、「地域で支援される人、支援する人をつなぐ

情報提供」が 23.1％となっています。一方、「特に何もしなくても、今のままで十分」は

3.5％となっています。 
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乙部：12件 亀首町：26件 さなげ台：39件 乙部ケ丘第１：31件

(％)

その他

特に何もしなくても、今のままで
十分

無回答

市民の健康づくり活動などに支援
すること

地域で集まり福祉活動ができる場
所

福祉に関する体験学習の機会が提
供されること

ボランティアやＮＰＯなど市民の
自主活動を育成すること

地域住民がお互いに助け合える仕
組みづくりをすること

身近な福祉サービスに関する情報

気軽に相談できる地域相談窓口の
設置

地域で支援される人、支援する人
をつなぐ情報提供

41.7

16.7

41.7

33.3

0.0

0.0

25.0

8.3

0.0

0.0

50.0

0 20 40 60 80

69.2

46.2

30.8

15.4

11.5

19.2

11.5

0.0

0.0

0.0

7.7

0 20 40 60 80

66.7

43.6

33.3

38.5

7.7

12.8

17.9

7.7

2.6

7.7

0.0

0 20 40 60 80

67.7

35.5

41.9

19.4

9.7

6.5

9.7

9.7

3.2

3.2

3.2

0 20 40 60 80

猿投：14件 加納町：26件 舞木町：17件 本徳：8件

(％)

地域住民がお互いに助け合える仕
組みづくりをすること

身近な福祉サービスに関する情報

無回答

福祉に関する体験学習の機会が提
供されること

ボランティアやＮＰＯなど市民の
自主活動を育成すること

その他

特に何もしなくても、今のままで
十分

気軽に相談できる地域相談窓口の
設置

地域で支援される人、支援する人
をつなぐ情報提供

市民の健康づくり活動などに支援
すること

地域で集まり福祉活動ができる場
所

21.4

42.9

14.3

14.3

50.0

14.3

14.3

0.0

0.0

0.0

71.4

0 20 40 60 80

57.7

69.2

42.3

7.7

23.1

19.2

3.8

3.8

0.0

0.0

11.5

0 20 40 60 80

47.1

47.1

41.2

29.4

35.3

23.5

17.6

11.8

0.0

5.9

0.0

0 20 40 60 80

62.5

62.5

37.5

12.5

25.0

0.0

25.0

25.0

0.0

12.5

0.0

0 20 40 60 80
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● 年代別でみると、「地域住民がお互いに助け合える仕組みづくり」は「60歳代」(70.9％)、

「70 歳以上」(83.3％)で多くなっています。「身近な福祉サービスに関する情報」、「気軽

に相談できる地域相談窓口の設置」は「40 歳代」で最も多くなっています。一方、「特に

何もしなくても今のままで十分」は「29 歳以下」（33.3％）で最も多くなっています。 

 

29歳以下：3件 30歳代：20件 40歳代：23件 50歳代：65件 60歳代：55件 70歳以上：6件

(％)

その他

特に何もしなくても、今のままで
十分

無回答

市民の健康づくり活動などに支援
すること

地域で集まり福祉活動ができる場
所

福祉に関する体験学習の機会が提
供されること

ボランティアやＮＰＯなど市民の
自主活動を育成すること

地域住民がお互いに助け合える仕
組みづくりをすること

身近な福祉サービスに関する情報

気軽に相談できる地域相談窓口の
設置

地域で支援される人、支援する人
をつなぐ情報提供

33.3

33.3

0.0

0.0

0.0

33.3

0.0

0.0

33.3

0.0

0.0

0 25 50 75 100

60.0

35.0

40.0

20.0

10.0

10.0

15.0

5.0

5.0

5.0

5.0

0 25 50 75 100

52.2

43.5

26.1

21.7

17.4

8.7

8.7

4.3

0.0

0.0

52.2

0 25 50 75 100

63.1

46.2

36.9

27.7

15.4

16.9

13.8

9.2

1.5

4.6

3.1

0 25 50 75 100

70.9

50.9

30.9

20.0

21.8

18.2

10.9

9.1

0.0

1.8

5.5

0 25 50 75 100

83.3

16.7

33.3

0.0

0.0

16.7

0.0

16.7

0.0

0.0

0.0

0 25 50 75 100
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７ 環境美化、ごみ問題について 
７－１ 地域の環境評価 

問 21 あなたの住む自治区は、きれいだと思いますか。 

 (○は１つだけ) 

 

● 地域の環境評価については、『きれいだと思う※１』が 80.4％で最も多く、『きれいだ

と思わない※２』は 11.6％となっています。 

 
※１「常に清掃され、たいへんきれいだと思う」「まあまあ、きれいだと思う」の計 

※２「ごみの散乱が見られ、あまりきれいだとは思わない」「ごみが方々で散乱し、たいへん汚い」の計 

 

 

39件

31件

14件

26件

17件

8件

さなげ台

乙部ケ丘第１

加納町

舞木町

本徳

乙部 12件

26件

猿投

（％）

亀首町

7.1

3.8

12.5

3.8

25.6

32.3

64.3

69.2

82.4

87.5

41.7

69.2

66.7

58.1

14.3

19.2

11.8

41.7

11.5

2.6

3.2

8.3

14.3

3.8

5.9

8.3

7.7

5.1

3.2

3.8

7.7

3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

常
に
清
掃
さ
れ
、

た
い
へ
ん
き
れ
い
だ
と
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、

き
れ
い
だ
と
思
う

ご
み
の
散
乱
が
見
ら
れ
、

あ
ま
り
き
れ
い
だ
と
は

思
わ
な
い

ご
み
が
方
々
で
散
乱
し
、

た
い
へ
ん
汚
い

そ
の
他

無
回
答

（％）

173件
13.9 66.5 11.0 0.65.8 2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

常
に
清
掃
さ
れ
、

た
い
へ
ん
き
れ
い
だ
と
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、

き
れ
い
だ
と
思
う

ご
み
の
散
乱
が
見
ら
れ
、

あ
ま
り
き
れ
い
だ
と
は

思
わ
な
い

ご
み
が
方
々
で
散
乱
し
、

た
い
へ
ん
汚
い

そ
の
他

無
回
答
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● 年代別でみると、『きれいだと思う※１』はいずれの年代でも７割以上を占めており、

特に「29 歳以下」は 100％となっています。 

 
※１「常に清掃され、たいへんきれいだと思う」「まあまあ、きれいだと思う」の計 

 

（％）

6件

55件

23件

20件

3件

50歳代 65件

29歳以下

30歳代

60歳代

70歳以上

40歳代

33.3

25.0

4.3

13.8

9.1

50.0

66.7

55.0

82.6

69.2

63.6

33.3

10.0

13.8

12.7

16.7

5.0

13.0

10.9

5.0

1.5

3.6

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

常
に
清
掃
さ
れ
、

た
い
へ
ん
き
れ
い
だ
と
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、

き
れ
い
だ
と
思
う

ご
み
の
散
乱
が
見
ら
れ
、

あ
ま
り
き
れ
い
だ
と
は

思
わ
な
い

ご
み
が
方
々
で
散
乱
し
、

た
い
へ
ん
汚
い

そ
の
他

無
回
答
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７－２ ごみについての取り組み 

問 22 あなたの家庭では、ごみについてどのような取り組みをしていますか。 

 (○はそれぞれ１つずつ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● ごみについての取り組み状況をたずねたところ、「ア むだな買物をしない、再利用す

るなどごみを減らしている」で「常に実施している」のは 37.6％にとどまっていますが、

これ以外の項目では「常に実施している」が８割以上となっています。 

 

 

173件

173件

エ．ごみ収集の場所を
　　きちんと守っている

173件

オ．買い物の際、
　　買い物袋を持参している

ウ．ごみ収集の指定された曜日、
　　時間を守っている

173件

173件

ア．むだな買い物をしない、
　　再利用できるものはするなど
　　ごみを減らしている

イ．分別方法を理解して
　　ごみを出している

37.6

90.2

94.8

96.5

80.9

43.9

12.7

13.9

3.5

1.7

5.2

1.7

0.6

0.6

0.6

0.6

0.6

2.9

2.9

2.9

2.9

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

常
に

実
施
し
て
い
る

と
き
ど
き

実
施
し
て
い
る

今
後
は

実
施
し
た
い

実
施
す
る
つ
も
り
は

な
い

実
施
し
て
い
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答
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猿投

全
体

常
に

実
施
し
て
い
る

と
き
ど
き

実
施
し
て
い
る

今
後
は

実
施
し
た
い

実
施
す
る
つ
も
り
は

な
い

実
施
し
て
い
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

加納町

全
体

常
に

実
施
し
て
い
る

と
き
ど
き

実
施
し
て
い
る

今
後
は

実
施
し
た
い

実
施
す
る
つ
も
り
は

な
い

実
施
し
て
い
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

ア．無駄な買い物をしない、
　　再利用できるものはするなど
　　ごみを減らしている

14
100.0

50.0 42.9 7.1 - - -
ア．無駄な買い物をしない、
　　再利用できるものはするなど
　　ごみを減らしている

26
100.0

30.8 46.2 19.2 - - 3.8

イ．分別方法を理解して
　　ごみを出している

14
100.0

100.0 - - - - -
イ．分別方法を理解して
　　ごみを出している

26
100.0

80.8 7.7 3.8 - - 7.7

ウ．ごみ収集の指定された曜日、
　　時間を守っている

14
100.0

100.0 - - - - -
ウ．ごみ収集の指定された曜日、
　　時間を守っている

26
100.0

92.3 3.8 - - - 3.8

エ．ごみ収集の場所を
　　きちんと守っている

14
100.0

100.0 - - - - -
エ．ごみ収集の場所を
　　きちんと守っている

26
100.0

96.2 - - - - 3.8

オ．買い物の際、
　　買い物袋を持参している

14
100.0

92.9 7.1 - - - -
オ．買い物の際、
　　買い物袋を持参している

26
100.0

84.6 11.5 - - - 3.8

舞木町

全
体

常
に

実
施
し
て
い
る

と
き
ど
き

実
施
し
て
い
る

今
後
は

実
施
し
た
い

実
施
す
る
つ
も
り
は

な
い

実
施
し
て
い
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

本徳

全
体

常
に

実
施
し
て
い
る

と
き
ど
き

実
施
し
て
い
る

今
後
は

実
施
し
た
い

実
施
す
る
つ
も
り
は

な
い

実
施
し
て
い
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

ア．無駄な買い物をしない、
　　再利用できるものはするなど
　　ごみを減らしている

17
100.0

29.4 47.1 23.5 - - -
ア．無駄な買い物をしない、
　　再利用できるものはするなど
　　ごみを減らしている

8
100.0

25.0 50.0 - - 12.5 12.5

イ．分別方法を理解して
　　ごみを出している

17
100.0

100.0 - - - - -
イ．分別方法を理解して
　　ごみを出している

8
100.0

75.0 12.5 - 12.5 - -

ウ．ごみ収集の指定された曜日、
　　時間を守っている

17
100.0

94.1 5.9 - - - -
ウ．ごみ収集の指定された曜日、
　　時間を守っている

8
100.0

75.0 - - - 12.5 12.5

エ．ごみ収集の場所を
　　きちんと守っている

17
100.0

100.0 - - - - -
エ．ごみ収集の場所を
　　きちんと守っている

8
100.0

75.0 - - 12.5 - 12.5

オ．買い物の際、
　　買い物袋を持参している

17
100.0

64.7 29.4 5.9 - - -
オ．買い物の際、
　　買い物袋を持参している

8
100.0

62.5 12.5 12.5 - - 12.5

乙部

全
体

常
に

実
施
し
て
い
る

と
き
ど
き

実
施
し
て
い
る

今
後
は

実
施
し
た
い

実
施
す
る
つ
も
り
は

な
い

実
施
し
て
い
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

亀首町

全
体

常
に

実
施
し
て
い
る

と
き
ど
き

実
施
し
て
い
る

今
後
は

実
施
し
た
い

実
施
す
る
つ
も
り
は

な
い

実
施
し
て
い
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

ア．無駄な買い物をしない、
　　再利用できるものはするなど
　　ごみを減らしている

12
100.0

16.7 50.0 33.3 - - -
ア．無駄な買い物をしない、
　　再利用できるものはするなど
　　ごみを減らしている

26
100.0

46.2 34.6 7.7 - 3.8 7.7

イ．分別方法を理解して
　　ごみを出している

12
100.0

75.0 25.0 - - - -
イ．分別方法を理解して
　　ごみを出している

26
100.0

88.5 - - - 3.8 7.7

ウ．ごみ収集の指定された曜日、
　　時間を守っている

12
100.0

100.0 - - - - -
ウ．ごみ収集の指定された曜日、
　　時間を守っている

26
100.0

92.3 - - - - 7.7

エ．ごみ収集の場所を
　　きちんと守っている

12
100.0

100.0 - - - - -
エ．ごみ収集の場所を
　　きちんと守っている

26
100.0

92.3 - - - - 7.7

オ．買い物の際、
　　買い物袋を持参している

12
100.0

83.3 - 16.7 - - -
オ．買い物の際、
　　買い物袋を持参している

26
100.0

80.8 7.7 3.8 - - 7.7

さなげ台

全
体

常
に

実
施
し
て
い
る

と
き
ど
き

実
施
し
て
い
る

今
後
は

実
施
し
た
い

実
施
す
る
つ
も
り
は

な
い

実
施
し
て
い
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

乙部ケ丘第１

全
体

常
に

実
施
し
て
い
る

と
き
ど
き

実
施
し
て
い
る

今
後
は

実
施
し
た
い

実
施
す
る
つ
も
り
は

な
い

実
施
し
て
い
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

ア．無駄な買い物をしない、
　　再利用できるものはするなど
　　ごみを減らしている

39
100.0

41.0 43.6 12.8 - 2.6 -
ア．無駄な買い物をしない、
　　再利用できるものはするなど
　　ごみを減らしている

31
100.0

41.9 45.2 9.7 - - 3.2

イ．分別方法を理解して
　　ごみを出している

39
100.0

92.3 7.7 - - - -
イ．分別方法を理解して
　　ごみを出している

31
100.0

96.8 - - - - 3.2

ウ．ごみ収集の指定された曜日、
　　時間を守っている

39
100.0

100.0 - - - - -
ウ．ごみ収集の指定された曜日、
　　時間を守っている

31
100.0

93.5 3.2 - - - 3.2

エ．ごみ収集の場所を
　　きちんと守っている

39
100.0

100.0 - - - - -
エ．ごみ収集の場所を
　　きちんと守っている

31
100.0

96.8 - - - - 3.2

オ．買い物の際、
　　買い物袋を持参している

39
100.0

74.4 23.1 2.6 - - -
オ．買い物の際、
　　買い物袋を持参している

31
100.0

93.5 3.2 - - - 3.2
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29歳以下

全
体

常
に

実
施
し
て
い
る

と
き
ど
き

実
施
し
て
い
る

今
後
は

実
施
し
た
い

実
施
す
る
つ
も
り
は

な
い

実
施
し
て
い
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

30歳代

全
体

常
に

実
施
し
て
い
る

と
き
ど
き

実
施
し
て
い
る

今
後
は

実
施
し
た
い

実
施
す
る
つ
も
り
は

な
い

実
施
し
て
い
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

ア．無駄な買い物をしない、
　　再利用できるものはするなど
　　ごみを減らしている

3
100.0

33.3 66.7 - - - -
ア．無駄な買い物をしない、
　　再利用できるものはするなど
　　ごみを減らしている

20
100.0

40.0 30.0 25.0 - - 5.0

イ．分別方法を理解して
　　ごみを出している

3
100.0

100.0 - - - - -
イ．分別方法を理解して
　　ごみを出している

20
100.0

95.0 - - - - 5.0

ウ．ごみ収集の指定された曜日、
　　時間を守っている

3
100.0

100.0 - - - - -
ウ．ごみ収集の指定された曜日、
　　時間を守っている

20
100.0

90.0 5.0 - - - 5.0

エ．ごみ収集の場所を
　　きちんと守っている

3
100.0

100.0 - - - - -
エ．ごみ収集の場所を
　　きちんと守っている

20
100.0

95.0 - - - - 5.0

オ．買い物の際、
　　買い物袋を持参している

3
100.0

100.0 - - - - -
オ．買い物の際、
　　買い物袋を持参している

20
100.0

85.0 10.0 - - - 5.0

40歳代

全
体

常
に

実
施
し
て
い
る

と
き
ど
き

実
施
し
て
い
る

今
後
は

実
施
し
た
い

実
施
す
る
つ
も
り
は

な
い

実
施
し
て
い
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

50歳代

全
体

常
に

実
施
し
て
い
る

と
き
ど
き

実
施
し
て
い
る

今
後
は

実
施
し
た
い

実
施
す
る
つ
も
り
は

な
い

実
施
し
て
い
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

ア．無駄な買い物をしない、
　　再利用できるものはするなど
　　ごみを減らしている

23
100.0

17.4 60.9 13.0 - 8.7 -
ア．無駄な買い物をしない、
　　再利用できるものはするなど
　　ごみを減らしている

65
100.0

35.4 46.2 16.9 - - 1.5

イ．分別方法を理解して
　　ごみを出している

23
100.0

87.0 8.7 - 4.3 - -
イ．分別方法を理解して
　　ごみを出している

65
100.0

89.2 7.7 - - 1.5 1.5

ウ．ごみ収集の指定された曜日、
　　時間を守っている

23
100.0

91.3 4.3 - - 4.3 -
ウ．ごみ収集の指定された曜日、
　　時間を守っている

65
100.0

98.5 - - - - 1.5

エ．ごみ収集の場所を
　　きちんと守っている

23
100.0

95.7 - - 4.3 - -
エ．ごみ収集の場所を
　　きちんと守っている

65
100.0

98.5 - - - - 1.5

オ．買い物の際、
　　買い物袋を持参している

23
100.0

91.3 8.7 - - - -
オ．買い物の際、
　　買い物袋を持参している

65
100.0

73.8 18.5 6.2 - - 1.5

60歳代

全
体

常
に

実
施
し
て
い
る

と
き
ど
き

実
施
し
て
い
る

今
後
は

実
施
し
た
い

実
施
す
る
つ
も
り
は

な
い

実
施
し
て
い
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

70歳以上

全
体

常
に

実
施
し
て
い
る

と
き
ど
き

実
施
し
て
い
る

今
後
は

実
施
し
た
い

実
施
す
る
つ
も
り
は

な
い

実
施
し
て
い
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

ア．無駄な買い物をしない、
　　再利用できるものはするなど
　　ごみを減らしている

55
100.0

41.8 41.8 9.1 - 1.8 5.5
ア．無駄な買い物をしない、
　　再利用できるものはするなど
　　ごみを減らしている

6
100.0

100.0 - - - - -

イ．分別方法を理解して
　　ごみを出している

55
100.0

90.9 1.8 1.8 - - 5.5
イ．分別方法を理解して
　　ごみを出している

6
100.0

100.0 - - - - -

ウ．ごみ収集の指定された曜日、
　　時間を守っている

55
100.0

92.7 1.8 - - - 5.5
ウ．ごみ収集の指定された曜日、
　　時間を守っている

6
100.0

100.0 - - - - -

エ．ごみ収集の場所を
　　きちんと守っている

55
100.0

94.5 - - - - 5.5
エ．ごみ収集の場所を
　　きちんと守っている

6
100.0

100.0 - - - - -

オ．買い物の際、
　　買い物袋を持参している

55
100.0

80.0 10.9 3.6 - - 5.5
オ．買い物の際、
　　買い物袋を持参している

6
100.0

100.0 - - - - -
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７－３ ごみ問題に対する必要な取り組み 

問 23 あなたは、ごみ問題に対して、どのような取り組みが必要だと思いますか。 

 (○は３つまで) 

(件数=173)

子どもから大人まで多くの方がごみ問題
を学習できるような機会を増やす

資源のリサイクルやゴミの減量化をさら
に進める

ごみを出さない取組みを推進する

不法投棄に対する監視、取締りをさらに
進める

ごみの減量に関する情報提供を行う

リサイクルステーションを増やす

買い物袋の持参運動を今以上に盛り上げ
る

新聞紙等は集団回収に出す

ごみの収集日には、住民が交替で監視す
る

その他

無回答

(%)

41.6

40.5

35.8

31.8

25.4

24.9

23.7

15.6

11.6

4.0

3.5

0 20 40 60

 

● ごみ問題に対する必要な取り組みについては、「子どもから大人まで多くの方がごみ問

題を学習できるような機会を増やす」が 41.6％で最も多く、次いで「資源のリサイクル

やごみの減量化をさらに進める」が 40.5％、「ごみを出さない取り組みを推進する」が

35.8％、「不法投棄に対する監視、取締りをさらに進める」が 31.8％、「ごみの減量に関

する情報提供を行う」が 25.4％、「リサイクルステーションを増やす」が 24.9％となっ

ています。 
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乙部：12件 亀首町：26件 さなげ台：39件 乙部ケ丘第１：31件

(％)

ごみの収集日には、住民が交替で監視
する

その他

無回答

ごみの減量に関する情報提供を行う

リサイクルステーションを増やす

買い物袋の持参運動を今以上に盛り上
げる

新聞紙等は集団回収に出す

子どもから大人まで多くの方がごみ問
題を学習できるような機会を増やす

資源のリサイクルやゴミの減量化をさ
らに進める

ごみを出さない取組みを推進する

不法投棄に対する監視、取締りをさら
に進める

16.7

16.7

33.3

8.3

50.0

41.7

0.0

33.3

8.3

0.0

66.7

0 20 40 60 80

42.3

38.5

46.2

19.2

26.9

11.5

11.5

15.4

3.8

3.8

11.5

0 20 40 60 80

28.2

35.9

33.3

33.3

20.5

30.8

25.6

30.8

7.7

5.1

2.6

0 20 40 60 80

38.7

41.9

48.4

16.1

41.9

19.4

25.8

6.5

6.5

0.0

6.5

0 20 40 60 80

猿投：14件 加納町：26件 舞木町：17件 本徳：8件

(％)

子どもから大人まで多くの方がごみ問
題を学習できるような機会を増やす

資源のリサイクルやゴミの減量化をさ
らに進める

無回答

買い物袋の持参運動を今以上に盛り上
げる

新聞紙等は集団回収に出す

ごみの収集日には、住民が交替で監視
する

その他

ごみを出さない取組みを推進する

不法投棄に対する監視、取締りをさら
に進める

ごみの減量に関する情報提供を行う

リサイクルステーションを増やす

64.3

28.6

71.4

7.1

7.1

35.7

7.1

14.3

7.1

0.0

35.7

0 20 40 60 80

50.0

38.5

34.6

42.3

23.1

30.8

19.2

7.7

23.1

3.8

0.0

0 20 40 60 80

41.2

41.2

35.3

29.4

23.5

17.6

23.5

35.3

11.8

5.9

0.0

0 20 40 60 80

62.5

62.5

12.5

25.0

50.0

50.0

12.5

0.0

0.0

0.0

0.0

0 20 40 60 80
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● 年代別でみると、「子どもから大人まで多くの方がごみ問題を学習できるような機会を

増やす」は「29 歳代」(66.7％)が最も多くなっています。「資源のリサイクルやごみの減

量化をさらに進める」は「60 歳代」(49.1％)、「40 歳代」(47.8％)で多くなっています。

「ごみを出さない取組みを推進する」は「70 歳以上」(50.0％)で最も多くなっています。 

 

29歳以下：3件 30歳代：20件 40歳代：23件 50歳代：65件 60歳代：55件 70歳以上：6件

(％)

ごみの収集日には、住民が交替で監視
する

その他

無回答

ごみの減量に関する情報提供を行う

リサイクルステーションを増やす

買い物袋の持参運動を今以上に盛り上
げる

新聞紙等は集団回収に出す

子どもから大人まで多くの方がごみ問
題を学習できるような機会を増やす

資源のリサイクルやゴミの減量化をさ
らに進める

ごみを出さない取組みを推進する

不法投棄に対する監視、取締りをさら
に進める

33.3

33.3

0.0

33.3

33.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

66.7

0 20 40 60 80

40.0

20.0

25.0

35.0

40.0

30.0

30.0

10.0

5.0

0.0

10.0

0 20 40 60 80

47.8

39.1

26.1

26.1

17.4

30.4

13.0

8.7

0.0

0.0

47.8

0 20 40 60 80

30.8

36.9

33.8

32.3

29.2

33.8

24.6

21.5

9.2

4.6

4.6

0 20 40 60 80

49.1

49.1

40.0

36.4

16.4

16.4

18.2

12.7

16.4

5.5

1.8

0 20 40 60 80

50.0

33.3

50.0

16.7

16.7

16.7

33.3

16.7

33.3

0.0

0.0

0 20 40 60 80
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８ 自然豊かなまちの維持について 
８－１ 豊かな自然を維持するために必要な取り組み 

問 24 あなたは、この地域の豊かな自然を維持するために、何が必要と考えますか。 

 (○は１つだけ) 

 

● 地域の豊かな自然維持のために必要だと思うことについては、「猿投地域として、緑化

推進運動を展開する」が 23.1％で最も多くなっています。次いで「緑地の維持に努め、

樹木を伐採したら、その分植樹する」（19.7％）、「荒れた山の手入れ、間伐などの里山整

備を推進する」（16.8％）となっています。 

 

 

亀首町

猿投

（％）

さなげ台

乙部ケ丘第１

加納町

舞木町

本徳

乙部 12件

26件

39件

31件

14件

26件

17件

8件

28.6

23.1

17.6

25.0

33.3

19.2

25.6

19.4

14.3

19.2

17.6

25.0

8.3

23.1

17.9

25.8

21.4

30.8

17.6

12.5

16.7

11.5

15.4

9.7

7.1

3.8

12.5

16.7

19.2

17.9

16.1

21.4

3.8

29.4

16.7

12.8

9.7

11.5

11.8

25.0

8.3

15.4

5.1

6.5

7.1

7.7

11.5

5.1

12.9

5.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

猿
投
地
域
と
し
て
、

緑
化
推
進
運
動
を
展
開
す
る

緑
地
の
維
持
に
努
め
、

樹
木
を
伐
採
し
た
ら
、

そ
の
分
植
樹
す
る

荒
れ
た
山
の
手
入
れ
、

間
伐
な
ど
の

里
山
整
備
を
推
進
す
る

自
転
車
専
用
道
路
を

整
備
す
る
な
ど
、

自
然
保
全
に

結
び
つ
く
取
組
み
を
推
進

幹
線
道
路
の
整
備
以
外
は
、

現
状
の
道
路
の
維
持
の

範
囲
と
す
る

農
業
振
興
区
域
、

市
街
化
調
整
区
域
の

開
発
を
抑
制
す
る

そ
の
他

無
回
答

（％）

173件23.1 19.7 16.8 13.3 11.0 9.2 0.6 6.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

猿
投
地
域
と
し
て
、

緑
化
推
進
運
動
を
展
開
す
る

緑
地
の
維
持
に
努
め
、

樹
木
を
伐
採
し
た
ら
、

そ
の
分
植
樹
す
る

荒
れ
た
山
の
手
入
れ
、

間
伐
な
ど
の

里
山
整
備
を
推
進
す
る

自
転
車
専
用
道
路
を

整
備
す
る
な
ど
、

自
然
保
全
に

結
び
つ
く
取
組
み
を
推
進

幹
線
道
路
の
整
備
以
外
は
、

現
状
の
道
路
の
維
持
の

範
囲
と
す
る

農
業
振
興
区
域
、

市
街
化
調
整
区
域
の

開
発
を
抑
制
す
る

そ
の
他

無
回
答
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● 年代別でみると、「猿投地域として、緑化推進運動を展開する」は「60 歳代」(34.5％)

で最も多くなっています。「緑地の維持に努め、樹木を伐採したら、その分植樹する」は

70 歳以上(50.0％)で最も多くなっています。 

 

29歳以下

30歳代

60歳代

70歳以上

40歳代 23件

20件

3件

50歳代 65件

6件

55件

（％）

20.0

26.1

15.4

34.5

16.7

20.0

17.4

21.5

16.4

50.0

5.0

21.7

15.4

21.8

25.0

21.7

3.6

33.3

15.0

13.0

1.8

33.3

5.0

6.2

14.5

33.3

1.8

33.3

10.0

7.7

5.5

16.9 16.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

猿
投
地
域
と
し
て
、

緑
化
推
進
運
動
を
展
開
す
る

緑
地
の
維
持
に
努
め
、

樹
木
を
伐
採
し
た
ら
、

そ
の
分
植
樹
す
る

荒
れ
た
山
の
手
入
れ
、

間
伐
な
ど
の

里
山
整
備
を
推
進
す
る

自
転
車
専
用
道
路
を

整
備
す
る
な
ど
、

自
然
保
全
に

結
び
つ
く
取
組
み
を
推
進

幹
線
道
路
の
整
備
以
外
は
、

現
状
の
道
路
の
維
持
の

範
囲
と
す
る

農
業
振
興
区
域
、

市
街
化
調
整
区
域
の

開
発
を
抑
制
す
る

そ
の
他

無
回
答
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９ 高齢者にやさしいまちづくりについて 

９－１ 高齢者にやさしいまちであるか 

問 25 あなたの住む自治区は、高齢者にやさしいまちだと思いますか。 

 (○は１つだけ) 

 

● 高齢者にやさしいまちであるかについては、『やさしいまちだと思う※１』が 31.3％

となっていて、『やさしいまちだと思わない※２』は 12.7％となっています。一方、「ど

ちらとも言えない」は 46.8％となっています。 

 
※１「とてもやさしいまちだと思う」「どちらかというと、やさしいまちだと思う」の計 

※２「どちらかというと、やさしくないまちだと思う」「とてもやさしくないまちだと思う」の計 

 

（％）

173件1.2 30.1 46.8 12.1 0.65.8 3.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

と
て
も
、

や
さ
し
い
ま
ち
だ
と
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、

や
さ
し
い
ま
ち
だ
と
思
う

ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、

や
さ
し
く
な
い
ま
ち
だ
と
思
う

と
て
も
、

や
さ
し
く
な
い
ま
ち
だ
と
思
う

わ
か
ら
な
い

無
回
答
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● 年代別でみると、『やさしいまちだと思う※１』は 70 歳以上(66.6％)で最も多くなっ

ています。 

 
※１「とてもやさしいまちだと思う」「まあまあやさしいまちだと思う」の計 

（％）

6件

55件

23件

20件

3件

50歳代 65件

29歳以下

30歳代

60歳代

70歳以上

40歳代

33.3

33.3

15.0

21.7

32.3

34.5

33.3

35.0

56.5

49.2

49.1

33.3

25.0

17.4

10.9

66.7

15.0

4.3

3.1

3.6

10.0

4.6

1.8

9.2 1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

と
て
も
、

や
さ
し
い
ま
ち
だ
と
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、

や
さ
し
い
ま
ち
だ
と
思
う

ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、

や
さ
し
く
な
い
ま
ち
だ
と
思
う

と
て
も
、

や
さ
し
く
な
い
ま
ち
だ
と
思
う

わ
か
ら
な
い

無
回
答

39件

31件

14件

26件

17件

8件

さなげ台

乙部ケ丘第１

加納町

舞木町

本徳

乙部 12件

26件

猿投

（％）

亀首町

3.8

2.6

50.0

30.8

47.1

37.5

25.0

15.4

30.8

22.6

35.7

53.8

29.4

37.5

33.3

65.4

48.7

45.2

14.3

3.8

25.0

41.7

3.8

10.3

12.9

2.6

7.7

11.8

3.8

2.6

12.9

11.5

2.6

6.5

11.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

と
て
も
、

や
さ
し
い
ま
ち
だ
と
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、

や
さ
し
い
ま
ち
だ
と
思
う

ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、

や
さ
し
く
な
い
ま
ち
だ
と
思
う

と
て
も
、

や
さ
し
く
な
い
ま
ち
だ
と
思
う

わ
か
ら
な
い

無
回
答
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９－２ 「やさしい」または「やさしくない」と思う理由(具体的な意見) 

問 26 「やさしい」または「やさしくない」と思う理由について、具体的にお書きくださ

い。 

● 「やさしい」または「やさしくない」と思う理由をたずねたところ、53 件の意見が得

られました。以下に主な意見を掲載します。 

 

◆「やさしい」と思う理由 

内容 

・自治区主催の各種行事に参加者が多く、喜ばれている。若者が高齢者に対し、声

掛けをする。 

・豊田市は医療面、福祉面が他の市町村より恵まれていると思う。 

・地域でのふれあいが有り、運動を通じてコミュニケーションも有る。 

・地域コミュニティが確立している。自然な形で声掛けがなされている。 

・老人クラブが充実していて励まし、助け合い、有意義な活動をしていると思う。

・色々な行事でも、まず高齢者のことを考えている 

・自治区も高齢者が多くなり、３世代で協力しあっている 

・高齢者へのイベント、福祉事業が比較的できている など 

 

◆「やさしくない」と思う理由 

内容 

・道が狭く高齢者にとっては歩くことも怖いと思うから。 

・交通が不便。 

・生活道路と通過道路が一緒になっている。 

・必要な場所に「高齢者対等」がない。 

・病院に直通バスがない、バス停が遠い。 

・高齢者の１人暮らしが増えてきているが、自治活動をどのようにしていったらい

いのか話し合いもされない。 など 
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９－３ 高齢者の安心な暮らしのために必要なこと 

問 27 高齢者が安心して暮らしていくためには、猿投地域で、どのようなことに力を入れ

るべきだと思いますか。 (○は３つまで) 

(件数=173)

一人暮らしや夫婦のみの高齢者を地域で見守
る体制を充実する

公共施設や病院などに移動するための公共交
通を充実する

高齢者が、気軽に参加し交流ができるような
行事等を増やす

高齢者の健康づくりや介護予防の取り組みを
充実する

高齢者のための憩いの場（たまり場）を増や
す

老人介護を支援する活動を充実する

高齢者の悩みや困りごとを、気軽に相談でき
る地域体制（人）を充実する

地震、火災などの災害時に、安否確認や救援
してくれる体制（人）を充実する

高齢者が必要な情報をまとめた冊子を作成
し、配布する

老人クラブや高齢者大学などの生きがいづく
りを充実する

高齢者が、集まって暮らせるグループホーム
を設置する

高齢者の知識等を活用した大正・昭和の料
理・遊び等のイベントを企画する

その他

無回答

(%)

37.6

34.1

28.3

26.0

24.9

22.5

20.2

19.1

14.5

12.1

7.5

7.5

1.2

6.4

0 10 20 30 40

 

● 高齢者が安心して暮らしていくために必要なことについては、「一人暮らしや夫婦のみ

の高齢者を地域で見守る体制を充実する」が 37.6％で最も多く、次いで「公共施設や病

院などに移動するための公共交通を充実する」が 34.1％、「高齢者が、気軽に参加し交流

ができるような行事等を増やす」が 28.3％、「高齢者の健康づくりや介護予防の取り組み

を充実する」が 26.0％となっています。 
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乙部：12件 亀首町：26件 さなげ台：39件 乙部ケ丘第１：31件

(％)

その他

無回答

高齢者が必要な情報をまとめた冊
子を作成し、配布する

老人クラブや高齢者大学などの生
きがいづくりを充実する

高齢者が、集まって暮らせるグ
ループホームを設置する

高齢者の知識等を活用した大正・
昭和の料理・遊び等のイベントを

高齢者のための憩いの場（たまり
場）を増やす

老人介護を支援する活動を充実す
る

高齢者の悩みや困りごとを、気軽
に相談できる地域体制（人）を充

地震、火災などの災害時に、安否
確認や救援してくれる体制（人）

一人暮らしや夫婦のみの高齢者を
地域で見守る体制を充実する

公共施設や病院などに移動するた
めの公共交通を充実する

高齢者が、気軽に参加し交流がで
きるような行事等を増やす

高齢者の健康づくりや介護予防の
取り組みを充実する

33.3

16.7

16.7

41.7

25.0

8.3

16.7

8.3

25.0

16.7

8.3

0.0

8.3

8.3

0 20 40 60

23.1

38.5

26.9

23.1

26.9

30.8

15.4

23.1

11.5

15.4

3.8

3.8

3.8

7.7

0 20 40 60

48.7

38.5

23.1

38.5

20.5

17.9

23.1

33.3

23.1

2.6

2.6

10.3

0.0

2.6

0 20 40 60

38.7

16.1

29.0

16.1

32.3

16.1

19.4

12.9

6.5

12.9

12.9

12.9

3.2

12.9

0 20 40 60

猿投：14件 加納町：26件 舞木町：17件 本徳：8件

(％)

一人暮らしや夫婦のみの高齢者を
地域で見守る体制を充実する

公共施設や病院などに移動するた
めの公共交通を充実する

高齢者が、集まって暮らせるグ
ループホームを設置する

高齢者の知識等を活用した大正・
昭和の料理・遊び等のイベントを

その他

無回答

高齢者の悩みや困りごとを、気軽
に相談できる地域体制（人）を充

地震、火災などの災害時に、安否
確認や救援してくれる体制（人）

高齢者が必要な情報をまとめた冊
子を作成し、配布する

老人クラブや高齢者大学などの生
きがいづくりを充実する

高齢者が、気軽に参加し交流がで
きるような行事等を増やす

高齢者の健康づくりや介護予防の
取り組みを充実する

高齢者のための憩いの場（たまり
場）を増やす

老人介護を支援する活動を充実す
る

50.0

42.9

28.6

14.3

21.4

28.6

0.0

21.4

21.4

0.0

0.0

0.0

7.1

28.6

0 20 40 60

46.2

30.8

23.1

15.4

23.1

34.6

15.4

11.5

19.2

19.2

15.4

3.8

0.0

7.7

0 20 40 60

47.1

41.2

35.3

35.3

23.5

5.9

29.4

29.4

11.8

5.9

0.0

11.8

0.0

0.0

0 20 40 60

37.5

37.5

50.0

37.5

12.5

37.5

25.0

0.0

0.0

0.0

12.5

0.0

0.0

0.0

0 20 40 60
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● 年代別でみると、「一人暮らしや夫婦のみの高齢者を地域で見守る体制を充実する」、

「公共施設や病院などに移動するための公共交通を充実する」、「高齢者が、気軽に参加

し交流ができるような行事等を増やす」では「70 歳以上」が 50.0％で最も多くなってい

ます。 

29歳以下：3件 30歳代：20件 40歳代：23件 50歳代：65件 60歳代：55件 70歳以上：6件

(％)

その他

無回答

高齢者が必要な情報をまとめた冊
子を作成し、配布する

老人クラブや高齢者大学などの生
きがいづくりを充実する

高齢者が、集まって暮らせるグ
ループホームを設置する

高齢者の知識等を活用した大正・
昭和の料理・遊び等のイベントを

高齢者のための憩いの場（たまり
場）を増やす

老人介護を支援する活動を充実す
る

高齢者の悩みや困りごとを、気軽
に相談できる地域体制（人）を充

地震、火災などの災害時に、安否
確認や救援してくれる体制（人）

一人暮らしや夫婦のみの高齢者を
地域で見守る体制を充実する

公共施設や病院などに移動するた
めの公共交通を充実する

高齢者が、気軽に参加し交流がで
きるような行事等を増やす

高齢者の健康づくりや介護予防の
取り組みを充実する

33.3

33.3

0.0

33.3

33.3

33.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

33.3

0.0

33.3

0 20 40 60

40.0

30.0

30.0

15.0

30.0

5.0

15.0

10.0

5.0

20.0

10.0

20.0

0.0

10.0

0 20 40 60

43.5

30.4

26.1

30.4

17.4

13.0

21.7

13.0

8.7

8.7

4.3

0.0

4.3

43.5

0 20 40 60

33.8

30.8

30.8

32.3

27.7

21.5

24.6

23.1

18.5

3.1

4.6

7.7

0.0

6.2

0 20 40 60

38.2

34.5

21.8

21.8

18.2

34.5

20.0

18.2

14.5

21.8

10.9

3.6

1.8

5.5

0 20 40 60

50.0

50.0

50.0

33.3

0.0

0.0

16.7

16.7

16.7

16.7

0.0

0.0

0.0

16.7

0 20 40 60
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10 猿投地域のまちづくりについて 
10－１ 猿投地域のまちづくりについての意見 

猿投地域のまちづくりに関して、ご意見がありましたらお書きください。  

● 地域のまちづくりについてたずねたところ、40 件の意見が得られました。以下に主な

意見を掲載します。 

 

各種の地域活動・コミュニティについて 

・わくわく事業は、地域社会づくりのため、継続してください。 

・全員参加の行事を増やす 

・猿投地域全体で１つの基本をつくり、全員・全体で行われる事業を計画すると良

い。 

・新興住宅の乙部ケ丘第１と他地域の交流の温度差が大きい。お互い良い所を持ち

合わせた交流をすると良い。 など 

 

道路交通環境について 

・行政管理区域外道路（通学路）舗装工事、路肩補修工事でも対応していただきた

い。林道等の赤道の付替可能の臨機応変な対応を望む（改革要）。 

・県道を通行する車の速度が早く、急カーブでの危険があるためにスピード取締り

を旧道または市道・中切金山線にて実施してほしい。 

・さなげ台団地内のことですが、路上駐車が多く、なんとかしないと事故が発生す

る恐れあり。歩道が狭い（ない）自転車で走りにくいため、改善が必要だと思う。

・道交法が改定され、自転車は軽車両、車道を走行。車道が安心して走行できるよ

う道路の整備を早急に実施してほしい。 

・歩道が雑草等で充分な幅が確保していない。学生など通学時かわいそうです。歩

道の保全強化。幹線道路にある横断歩道に押しボタン信号を設置してほしいで

す。 など 

 

防犯・防災・交通安全に対する取り組みについて 

・交通弱者のための交通手段を優先的に考えてほしい。 

・猿投地域として考えれば、猿投に住んでいる人、働きにくる人、勉強にくる人、

色々とあると思います。双方共に「猿投はいい所だよね」と言える、まちづくり

が必要。1 番は安全、安心と思います。一人一人が防犯の目を持てば地域として

良くなっていく。おはよう、こんにちは、ありがとう、やっぱり挨拶運動からで

はないでしょうか。 

・自治区内の危険な道路に対して、自治区で出来ることがあるのではないかと思う

ので、区民に気になる箇所をアンケートに書いてもらい、それに対し適切、かつ

迅速に対応した方が良いと思う。 

・子供から高齢者まで安心して暮らせる街づくりをお願いします。安全第一！

 など 
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高齢者、障がい者などへの福祉対策について 

・学校に高齢者のための憩いの場が作れたら、お互い関わり、助け合い（勉強、知

識他）やすらぎの場になったらいいと思う。 

・自分達も高齢者の仲間入りをするのも、すぐだと思うので、高齢者が安心して暮

らせる社会環境づくりはとても大切なことと思います。特に健康については誰も

が関心が高いと思うので、医療機関の善し悪しを具体的に示してもらえると（難

しい問題とは思いますが）有難いと思います。 など 

 

将来の発展性について 

・地域の特色を生かしたまちづくりに取組めたらと思います。温泉客が立ち寄る町、

外部からの客が来ても立ち寄れる町、猿投山登山者でも立ち寄れる町等いこいの

広場、道の駅を作る。地元の人も当然出掛け、地元の人が広場を運営する。 

・子供達の減少が気になる（小中学校のクラス数減少）。１つの団地で目先の人口

を確保するのではなく、世代のサイクルを考えた「まちづくり」をしなければと

思います。既にやっていただいてれば OK です。 

・今後 10 年、高齢化が加速しこの地域も（さなげ台）住んでいて良かったと思わ

れるぐらいの施策をしていかないと寂びれた自治区になると思う。市は広すぎ

て、地域の周辺迄入り込まないと思うので、自治区にもっと働きかけをして地域

に密着した行動を実現してほしい。市は敏速に動いてほしい。 

・農事専門者とサラリーマン生活者との交流が少なくて仕方ないこととは思うが、

お互いが気楽に話題を交換できる機会をもっと作ることを考え、それぞれ時期が

合わない部分も多いが、やはり、心から語り合う気持ちを個々に育成することと

思う。 など 

 

ごみ問題・環境美化について 

・環境保全に配慮したまちづくり”農地、河川、山林の保全と整備” 

・河川敷の斜面などを刈る大型機械を購入してほしい（地域で交替で使用しても良

い）。 

・猿投地区の自然を生かしたまちづくり など 

 



 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成 18 年度分】 
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１ 回答者の属性 
１－１ 性別 

 

● 調査回答者の性別については、「男性」

が 41.7％、「女性」が 57.6％となっていま

す。 

  

 

 

 

 

 

 

１－２ 年代 

 

● 調査回答者の年代については、「50 歳

代」(37.7％)が最も多く、次いで「40 歳

代」(21.1％)、「30 歳代」(18.1％)、「60

歳代」(12.5％)となっており、「30 歳未満」

の回答は 4.5％と少なくなっています。 

  

 

 

 

件数=1433

男性
41.7%

女性
57.6%

無回答
0.7%

(件数=1433)

３０歳未満

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳以上

　無回答

(%)

4.5

18.1

21.1

37.7

12.5

5.5

0.6

0 20 40
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１－３ 自治区 

 

● 居住している自治区については、「乙部

ヶ丘第一」(27.9％)が最も多く、次いで「さ

なげ台」(25.9％)、「亀首町」(15.7％)、

「猿投」(8.9％)、「加納町」(8.2％)と続

き、「本徳」が 2.7％で最も少なくなって

います。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１－４ 職業 

 

● 職業については、「会社員、公務員等の

勤め人」(36.3％)が最も多く、次いで「専

業主婦」(23.3％)、「パートタイマー・ア

ルバイト」(19.8％)となっています。 

  

 

 

 

 

 

 

(件数=1433)

猿投

加納町

舞木町

本徳

乙部

亀首町

さなげ台

乙部ヶ丘第一

　無回答

(%)

8.9

8.2

5.1

2.7

3.7

15.7

25.9

1.9

27.9

0 10 20 30

(件数=1433)

農業

会社員、公務員等の勤
めの人

自営業（経営者を含
む）

パートタイマー・アル
バイト

専業主婦（夫）

学生

無職

その他

　無回答

(%)

5.7

36.3

4.2

19.8

23.3

0.3

8.0

0.8

1.7

0 20 40
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１－５ 猿投地域での居住年数 

 

● 猿投地域での居住年数については、「30

年未満」(27.1％)が最も多く、次いで「5

年未満」(19.8％)、「20 年未満」(19.5％)、

「40 年以上」(18.7％)となっています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(件数=1433)

５年未満

１０年未満

２０年未満

３０年未満

４０年未満

４０年以上

　無回答

(%)

19.8

8.0

19.5

27.1

6.0

18.7

1.0

0 10 20 30
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２ 猿投地域の印象について 
２－１ 猿投地域の誇りと思うこと（具体的な意見） 

問１ 猿投地域の｢誇り｣と思うことは何ですか     (具体的な事柄、名称、場所等)

 

● 誇りと思うことをたずねたところ、1,467 件の意見が得られました。以下に主な意見

を掲載します。 

 

分野 回答数 具体的な回答 

自然 620 猿投山周辺の自然、桃源郷 

歴史 353 猿投神社 

農産物 270 桃、梨、柿 

行事 110 棒の手 

その他 56 静かで住みやすい、グリーンロード、MAG ロード 

観光 39 猿投温泉 

人柄 19 子供が素直、人間が優しい 
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２－２ 猿投地域の 10 年後の将来像 

問２ あなたは、この地域の 10 年後の将来像としてどのようなまちを望みますか。(どの

ようなまちで暮らしたいと思いますか。)               (○は３つまで)

(件数=1433)

自然が豊かなまち

治安の良いまち

子供たちが健やかに成長
できるまち

保健、医療、福祉の充実
したまち

交通の便の良いまち

ふれあいや交流が活発な
まち

災害などに強い安全なま
ち

環境問題に積極的に取り
組むまち

文化的な雰囲気のあるま
ち

生涯学習活動やスポーツ
活動の盛んなまち

活力のある産業のまち

その他

　無回答

(%)

50.7

42.4

40.0

35.3

15.1

11.5

10.8

9.1

8.1

2.7

2.4

0.8

56.0

0 20 40 60

 

● この地域の 10 年後にどのような将来像を望んでいるかたずねたところ、「自然が豊か

なまち」が 56.0％と最も多く、次いで、「治安の良いまち」が 50.7％、「子供たちが健や

かに成長できるまち」が 42.4％、「保健、医療、福祉の充実したまち」が 40.0％、「交通

の便の良いまち」が 35.3％と続いている。 
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猿投：127件 加納町：118件 舞木町：73件 本徳：39件

(%)

自然が豊かなまち

治安の良いまち

子供たちが健やかに成長
できるまち

保健、医療、福祉の充実
したまち

交通の便の良いまち

ふれあいや交流が活発な
まち

災害などに強い安全なま
ち

環境問題に積極的に取り
組むまち

文化的な雰囲気のあるま
ち

生涯学習活動やスポーツ
活動の盛んなまち

活力のある産業のまち

その他

　無回答

66.7

40.5

41.3

34.9

21.4

18.3

10.3

14.3

12.7

2.4

1.6

5.6

1.6

0 50 100

69.0

33.6

36.2

35.3

32.8

18.1

13.8

16.4

6.9

11.2

4.3

2.6

0.9

0 50 100

54.8

47.9

50.7

32.9

28.8

16.4

12.3

13.7

6.8

9.6

8.2

2.7

0.0

0 50 100

66.7

41.0

41.0

35.9

41.0

15.4

5.1

23.1

5.1

5.1

0.0

2.6

0.0

0 50 100

 

 
乙部：53件 亀首町：225件 さなげ台：371件 乙部ヶ丘第一：400件

(%)

自然が豊かなまち

治安の良いまち

子供たちが健やかに成長
できるまち

保健、医療、福祉の充実
したまち

交通の便の良いまち

ふれあいや交流が活発な
まち

災害などに強い安全なま
ち

環境問題に積極的に取り
組むまち

文化的な雰囲気のあるま
ち

生涯学習活動やスポーツ
活動の盛んなまち

活力のある産業のまち

その他

　無回答

63.5

40.4

50.0

32.7

36.5

17.3

3.8

9.6

9.6

7.7

0.0

1.9

3.8

0 50 100

55.6

43.9

42.6

44.8

27.8

15.2

13.9

15.2

9.9

8.5

3.1

2.7

1.3

0 50 100

59.5

50.8

33.2

47.8

38.3

16.8

11.7

8.4

9.8

9.0

2.7

1.4

0.5

0 50 100

45.1

64.2

49.9

35.8

41.8

11.1

11.6

6.5

8.6

8.3

2.0

2.3

0.5

0 50 100
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30歳未満：65件 30歳代：259件 40歳代：302件 50歳代：540件 60歳代：179件 70歳以上：79件

 (%)

自然が豊かなまち

治安の良いまち

子供たちが健やかに成
長できるまち

保健、医療、福祉の充
実したまち

交通の便の良いまち

ふれあいや交流が活発
なまち

災害などに強い安全な
まち

環境問題に積極的に取
り組むまち

文化的な雰囲気のある
まち

生涯学習活動やスポー
ツ活動の盛んなまち

活力のある産業のまち

その他

無回答

29.7

73.4

65.6

34.4

46.9

14.1

12.5

6.3

0.0

10.9

1.6

0.0

0.0

0 50 100

47.1

63.4

64.6

31.5

33.5

12.5

9.7

6.2

4.7

7.4

2.3

2.3

0.8

0 50 100

58.0

53.3

43.7

32.3

38.7

12.3

15.7

9.0

8.0

9.0

1.7

1.0

0.7

0 50 100

60.4

46.3

31.9

46.1

33.6

18.1

9.9

11.8

12.9

7.8

2.8

1.9

0.9

0 50 100

65.7

39.9

35.4

41.6

30.3

16.3

12.4

19.1

7.9

7.9

3.4

5.6

0.0

0 50 100

48.7

38.5

32.1

56.4

41.0

12.8

10.3

10.3

12.8

6.4

6.4

5.1

3.8

0 50 100
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２－３ 猿投地域の課題、問題点 

問３ あなたは、この地域の課題・問題点はどんな事だと思いますか。(○は３つまで) 

(件数=1433)

バス等の公共交通機関を充実す
ること

通学路の安全確保等の交通安全
に関する取り組み

渋滞の解消等道路交通をスムー
ズにするための取り組み

防犯に対する取り組み

病院、診療所等の医療機関の不
足

自然環境を保全する取り組み

広場、公園などの施設を整備す
ること
鳥獣（イノシシ、熊、カラス
等）被害を減らすための取り組
み
高齢者の生きがい、交流の場が
ない

地震や風水害に対する取り組み

子育てを支援する取り組み

高齢者、障害者、母子家庭等の
福祉対策の不足

農地を保全する取り組み

その他

　無回答

(%)

35.3

23.5

14.4

12.6

10.8

9.9

5.3

5.2

4.9

4.8

4.2

3.9

3.2

4.3

34.6

0 10 20 30 40

 

● この地域の課題・問題点についてたずねたところ、「バス等の公共交通機関を充実する

こと」が 35.3％と最も多く、次いで「通学路の安全確保等の交通安全に関する取り組み」

が 23.5％、「渋滞の解消等道路交通をスムーズにするための取り組み」が 14.4％、「防犯

に対する取り組み」が 12.6％、「病院、診療所等の医療機関の不足」が 10.8％と続いて

います。 
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２－４ 猿投地域の課題、問題点(具体的な意見) 

問３ この地域の課題・問題点として選んだ理由は何ですか。（具体的に気付いた事柄、場

所等を記入してください。） 

 

● この地域の課題・問題点として具体的に気づいた事柄、場所等について回答が多かっ

た上位５項目の主な意見を掲載します。 

 

 

バス等の公共交通機関を充実

すること 

○バスが少ない。 

○高齢者の交通手段がない。 など

通学路の安全確保等の交通安

全に関する取り組み 

○猿投中学校までの通学路を安全に。 

○四郷小学校への通学路が危険 など

渋滞の解消等道路交通をスム

ーズにするための取り組み 

○419 号線の渋滞。 

○朝夕に渋滞が集中する。 など

防犯に対する取り組み 
○防犯灯が少ない。 

○空き巣の増加。 など

病院、診療所等の医療機関の

不足 

○総合病院が無い。 

○近くに病院が無い。 など
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２－５ 地域活動への参加意向 

問４ あなたは、地域の活動に参加するとしたら、どんな分野に参加したいですか。 

 (あてはまるものすべてに○) 

(件数=1433)

スポーツ、健康づくり推進活動

ふれあい活動（世代間の交流活
動、住民同士の交流活動）

自然環境保全活動

ゴミ、リサイクルなどの環境活動

福祉活動

子ども、青少年の健全育成活動

防犯活動

文化、芸術及び芸能活動

交通安全活動

その他

地域の活動に参加したくない

　無回答

(%)

26.3

22.4

21.7

17.9

14.6

14.1

13.0

12.7

10.9

0.6

4.4

5.4

0 10 20 30

 

● 地域活動への参加意向については、「スポーツ、健康づくり推進活動」が 26.3％で最

も多く、次いで「ふれあい活動（世代間の交流活動、住民同士の交流活動）」が 22.4％、

「自然環境保全活動」が 21.7％、「ゴミ、リサイクルなどの環境活動」が 17.9％、「福祉

活動」が 14.6％、「子ども、青少年の健全育成活動」が 14.1％、「防犯活動」が 13.0％と

なっています。 
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猿投：127件 加納町：118件 舞木町：73件 本徳：39件

(%)

スポーツ、健康づくり推進活
動

ふれあい活動（世代間の交流
活動、住民同士の交流活動）

自然環境保全活動

ゴミ、リサイクルなどの環境
活動

福祉活動

子ども、青少年の健全育成活
動

防犯活動

文化、芸術及び芸能活動

交通安全活動

その他

地域の活動に参加したくない

　無回答

18.3

19.8

35.7

15.1

12.7

17.5

11.1

17.5

11.1

0.0

0.8

6.3

0 20 40

28.4

23.3

25.9

12.9

19.0

20.7

10.3

10.3

10.3

1.7

2.6

5.2

0 20 40

27.4

26.0

30.1

16.4

13.7

15.1

15.1

4.1

16.4

0.0

4.1

4.1

0 20 40

12.8

12.8

35.9

20.5

7.7

15.4

17.9

7.7

23.1

2.6

5.1

5.1

0 20 40

 

 

乙部：53件 亀首町：225件 さなげ台：371件 乙部ヶ丘第一：400件

 (%)

スポーツ、健康づくり推進活
動

ふれあい活動（世代間の交流
活動、住民同士の交流活動）

自然環境保全活動

ゴミ、リサイクルなどの環境
活動

福祉活動

子ども、青少年の健全育成活
動

防犯活動

文化、芸術及び芸能活動

交通安全活動

その他

地域の活動に参加したくない

　無回答

21.2

21.2

26.9

17.3

19.2

9.6

9.6

9.6

17.3

0.0

5.8

9.6

0 20 40

25.6

19.7

19.7

23.3

13.9

12.6

13.5

13.5

12.1

0.0

4.0

5.8

0 20 40

30.2

22.8

23.6

20.1

19.3

9.8

9.2

13.0

7.3

1.1

4.1

5.7

0 20 40

27.0

24.2

12.3

15.9

10.3

16.6

17.6

13.6

10.6

0.5

5.3

4.5

0 20 40
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30歳未満：65件 30歳代：259件 40歳代：302件 50歳代：540件 60歳代：179件 70歳以上：79件

(%)

スポーツ、健康づくり推進活
動

ふれあい活動（世代間の交流
活動、住民同士の交流活動）

自然環境保全活動

ゴミ、リサイクルなどの環境
活動

福祉活動

子ども、青少年の健全育成活
動

防犯活動

文化、芸術及び芸能活動

交通安全活動

その他

地域の活動に参加したくない

　無回答

26.6

26.6

4.7

9.4

10.9

20.3

18.8

9.4

12.5

1.6

10.9

4.7

0 20 40

27.6

23.0

9.7

12.8

9.3

26.1

16.3

12.1

12.1

0.8

6.6

2.7

0 20 40

31.0

17.3

18.7

20.7

12.7

13.7

11.3

12.0

11.3

0.3

5.0

3.3

0 20 40

25.4

22.8

28.2

20.1

18.5

8.4

11.2

13.8

6.9

0.2

3.4

7.6

0 20 40

24.7

28.1

32.6

12.9

15.7

13.5

14.6

12.9

14.6

1.1

1.7

3.4

0 20 40

16.7

23.1

20.5

26.9

12.8

14.1

12.8

12.8

23.1

2.6

1.3

9.0

0 20 40
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３ 猿投地域会議について 

３－１ 猿投地域会議の認知度 

問５ あなたは、猿投地域会議についてどの程度知っていますか。 

 (○は１つだけ) 

（％）

1433件
3.7 33.9 60.4 2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

役
割
や
メ
ン
バ
ー

ま
で

だ
い
た
い
知
っ

て
い
る

組
織
が
設
置
さ
れ
た

こ
と
は
知
っ

て
い
る
が
、

内
容
は
あ
ま
り
知
ら
な
い

ま
っ

た
く
知
ら
な
か
っ

た

　
無
回
答

 

● 「まったく知らなかった」は 60.4％と 3人中 2人は知らないとなっています。知って

いる人は 37.6％（認知度※）で、うち、「役割やメンバーまでだいたい知っている」が

3.7％と認知度は非常に低いことがうかがえます。 
 
※「役割やメンバーまでだいたい知っている」「組織が設置されたことは知っているが、内容はあまり知らない」の計 

 

 

 

猿投地域会議とは 

地域会議の主な役割は、①地域の課題解消に向けて住民参加のもと解決策を検討 ②市長からの諮問に対する審

議・答申 ③わくわく事業の審査 ④情報(地域会議だよりなど)の発信です。 
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亀首町

猿投

（％）

さなげ台

乙部ヶ丘第一

加納町

舞木町

本徳

乙部 53件

225件

371件

400件

127件

118件

73件

39件

5.6

8.6

13.7

12.8

7.7

2.2

1.9

1.0

46.0

49.1

32.9

46.2

46.2

34.5

30.7

26.2

44.4

37.1

52.1

38.5

40.4

61.0

65.5

72.5

4.0

5.2

2.6

5.8

2.2

1.9

0.3

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

役
割
や
メ
ン
バ
ー

ま
で

だ
い
た
い
知
っ

て
い
る

組
織
が
設
置
さ
れ
た

こ
と
は
知
っ

て
い
る
が
、

内
容
は
あ
ま
り
知
ら
な
い

ま
っ

た
く
知
ら
な
か
っ

た

　
無
回
答

 

 

（％）

３０歳未満

３０歳代

６０歳代

７０歳以上

４０歳代 302件

259件

65件

５０歳代 540件

79件

179件

2.7

3.0

10.7

11.5

21.9

21.4

32.3

35.4

50.0

44.9

78.1

78.2

64.0

59.5

37.1

34.6

0.4

1.0

2.2

9.0

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

役
割
や
メ
ン
バ
ー

ま
で

だ
い
た
い
知
っ

て
い
る

組
織
が
設
置
さ
れ
た

こ
と
は
知
っ

て
い
る
が
、

内
容
は
あ
ま
り
知
ら
な
い

ま
っ

た
く
知
ら
な
か
っ

た

　
無
回
答

 
 

● 年代別でみると、『猿投地域会議の認知度※』は年代が高くなるほど割合が高く、60

歳代で 60.7％となっています。 
 
※「役割やメンバーまでだいたい知っている」「組織が設置されたことは知っているが、内容はあまり知らない」の計 
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３－２ 地域の問題点やまちづくりへの取り組み 

問６ 猿投地域会議は、地域の問題点やまちづくりについて検討していますが、あなたは

具体的にどのような取組みを期待しますか。             (○は２つまで)

(件数=1433)

防犯などの安心安全への
取組み

地域環境整備の取組み

独居高齢者対応など福祉
問題の取組み

交通安全の取組み

防災活動の取組み

子育て支援

将来のまちづくり計画

青少年の育成

地域住民の交流の取組み

産業の誘致

その他

　無回答

(%)

47.1

30.3

24.8

18.5

11.8

11.6

11.5

10.8

7.7

1.3

1.2

3.9

0 20 40 60

 

● 地域の問題点やまちづくりへの取り組みについてたずねたところ、「防犯などの安心安

全への取り組み」が 47.1％と最も多く、次いで「地域環境整備の取り組み」が 30.3％、

「独居高齢者対応など福祉問題の取り組み」が 24.8％、「交通安全の取り組み」が 18.5％

と続いている。 
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猿投：127件 加納町：118件 舞木町：73件 本徳：39件

(%)

防犯などの安心安全へ
の取組み

地域環境整備の取組み

独居高齢者対応など福
祉問題の取組み

交通安全の取組み

防災活動の取組み

子育て支援

将来のまちづくり計画

青少年の育成

地域住民の交流の取組
み

産業の誘致

その他

　無回答

36.5

39.7

27.8

11.1

10.3

12.7

10.3

12.7

4.8

2.4

2.4

4.8

0 20 40 60

44.8

41.4

27.6

12.1

12.1

8.6

13.8

11.2

6.9

2.6

0.0

2.6

0 20 40 60

46.6

34.2

24.7

20.5

12.3

6.8

15.1

6.8

5.5

1.4

2.7

4.1

0 20 40 60

30.8

41.0

30.8

30.8

10.3

12.8

12.8

5.1

5.1

0.0

2.6

0.0

0 20 40 60

 

 

乙部：53件 亀首町：225件 さなげ台：371件 乙部ヶ丘第一：400件
(%)

防犯などの安心安全へ
の取組み

地域環境整備の取組み

独居高齢者対応など福
祉問題の取組み

交通安全の取組み

防災活動の取組み

子育て支援

将来のまちづくり計画

青少年の育成

地域住民の交流の取組
み

産業の誘致

その他

　無回答

34.6

42.3

17.3

36.5

5.8

1.9

23.1

7.7

9.6

0.0

1.9

5.8

0 20 40 60

41.3

30.5

27.8

21.5

12.1

8.5

7.6

10.8

9.9

0.9

0.9

5.4

0 20 40 60

50.5

26.9

34.5

14.7

12.2

6.5

9.5

12.2

8.4

0.5

1.1

3.5

0 20 40 60

53.9

25.4

13.6

20.4

12.3

19.9

12.6

10.6

7.1

2.0

1.0

3.3

0 20 40 60
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30歳未満：65件 30歳代：259件 40歳代：302件 50歳代：540件 60歳代：179件 70歳以上：79件

(%)

防犯などの安心安全へ
の取組み

地域環境整備の取組み

独居高齢者対応など福
祉問題の取組み

交通安全の取組み

防災活動の取組み

子育て支援

将来のまちづくり計画

青少年の育成

地域住民の交流の取組
み

産業の誘致

その他

　無回答

17.2

9.4

12.5

14.1

42.2

14.1

7.8

9.4

1.6

0.0

1.6

54.7

0 20 40 60

52.1

22.2

8.2

25.3

10.5

25.7

12.1

16.0

4.3

1.6

2.3

2.7

0 20 40 60

46.3

31.7

20.7

21.3

13.0

8.0

14.7

10.3

6.7

0.3

1.0

3.0

0 20 40 60

46.6

34.1

32.1

14.0

12.5

6.0

9.9

10.8

9.0

1.9

0.6

4.1

0 20 40 60

45.5

33.1

32.6

15.7

8.4

6.7

10.7

6.2

10.7

1.7

2.2

5.1

0 20 40 60

33.3

29.5

41.0

28.2

14.1

5.1

9.0

9.0

6.4

0.0

0.0

6.4

0 20 40 60
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３－３ 猿投地域会議だよりの認知度 

問７ あなたは、猿投地域会議だよりをご覧になりましたか。     (○は１つだけ)

(件数=1433)

自治区の回覧で読んだ

交流館で読んだ

ホームページで読んだ

支所または市役所で読
んだ

読まなかった

発行されていることを
知らなかった

　無回答

(%)

0.8

0.6

0.3

28.7

29.3

2.9

37.4

0 20 40

 

● 『猿投地域会議だよりの認知度※』は、67.8％で、うち、「自治区の回覧で読んだ」が

37.4％と最も多くなっており、認知度は比較的高いことがうかがえる。一方、「発行され

ていることを知らなかった」は 29.3％と、3人に 1人は知らなかったと答えています。 

 

※ 「発行されていることを知らなかった」、「無回答」以外の計 



 

 73

猿投：127件 加納町：118件 舞木町：73件 本徳：39件

(%)

自治区の回覧で読んだ

交流館で読んだ

支所または市役所で読
んだ

ホームページで読んだ

読まなかった

発行されていることを
知らなかった

　無回答

44.4

1.6

0.0

0.0

23.0

25.4

5.6

0 20 40 60

50.0

0.0

2.6

0.0

21.6

21.6

4.3

0 20 40 60

45.2

2.7

0.0

0.0

13.7

34.2

4.1

0 20 40 60

33.3

2.6

0.0

0.0

30.8

33.3

0.0

0 20 40

 

 
乙部：53件 亀首町：225件 さなげ台：371件 乙部ヶ丘第一：400件

(%)

自治区の回覧で読んだ

交流館で読んだ

支所または市役所で読
んだ

ホームページで読んだ

読まなかった

発行されていることを
知らなかった

　無回答

46.2

0.0

0.0

0.0

21.2

28.8

3.8

0 20 40 60

32.3

1.8

0.4

0.9

31.4

31.4

1.8

0 20 40

34.2

0.3

0.3

0.5

34.2

27.7

2.7

0 20 40

35.5

0.5

0.8

0.0

28.7

32.2

2.3

0 20 40

 

 

 

 

 

30歳未満：65 30歳代：259 40歳代：302 50歳代：540 60歳代：179 70歳以上：79

(%)

自治区の回覧で読んだ

交流館で読んだ

支所または市役所で読
んだ

ホームページで読んだ

読まなかった

発行されていることを
知らなかった

　無回答

39.1

0.0

0.0

0.0

20.3

39.1

1.6

0 20 40 60

37.4

0.8

1.6

0.0

26.1

33.5

0.8

0 20 40 60

32.0

0.0

0.3

0.0

33.7

33.0

1.0

0 20 40 60

35.4

1.1

0.2

0.4

32.3

27.1

3.5

0 20 40 60

48.3

2.2

0.0

0.6

20.2

23.6

5.1

0 20 40 60

47.4

0.0

2.6

1.3

23.1

20.5

5.1

0 20 40 60
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４ 公共施設利用状況について 
４－１ 猿投地域の公共施設の利用頻度 

問８ あなたは、この 1 年間に猿投地域の公共施設（猿投北交流館及び棒の手ふれあい広

場）をどのくらい利用しましたか。 

 【猿投北交流館】 【棒の手ふれあい広場】 

(件数=1433)

０回

１回以上５回未満

５回以上10回未満

10回以上20回未満

20回以上30回未満

30回以上50回未満

50回以上

　無回答

(%)

38.4

23.6

5.3

6.3

2.0

1.1

1.0

22.2

0 20 40 60
(件数=1433)

０回

１回以上５回未満

５回以上10回未満

10回以上20回未満

20回以上30回未満

30回以上50回未満

50回以上

　無回答

(%)

49.8

16.7

1.3

0.7

0.3

0.3

0.1

30.9

0 20 40 60

 

● 公共施設の利用頻度をたずねたところ、【猿投北交流館】では、「0 回」が 38.4％と最

も多く、次いで「1回以上 5回未満」が 23.6％と続いています。【棒の手ふれあい広場】

でも、「0回」が 49.8％と最も多く、次いで「1回以上 5回未満」が 16.7％と続いていま

す。 
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【猿投北交流館】 

 
猿投：127件 加納町：118件 舞木町：73件 本徳：39件

(%)

０回

１回以上５回未満

５回以上10回未満

10回以上20回未満

20回以上30回未満

30回以上50回未満

50回以上

　無回答

32.5

23.0

2.4

10.3

4.8

3.2

3.2

20.6

0 20 40

15.5

35.3

8.6

11.2

6.0

1.7

0.0

21.6

0 20 40

15.1

34.2

11.0

11.0

2.7

0.0

2.7

23.3

0 20 40

17.9

43.6

5.1

15.4

0.0

0.0

7.7

10.3

0 20 40 60

 

 
乙部：53件 亀首町：225件 さなげ台：371件 乙部ヶ丘第一：400件

(%)

０回

１回以上５回未満

５回以上10回未満

10回以上20回未満

20回以上30回未満

30回以上50回未満

50回以上

　無回答

26.9

36.5

11.5

0.0

0.0

0.0

0.0

25.0

0 20 40

41.3

22.0

3.1

5.4

0.9

0.4

0.9

26.0

0 20 40 60

44.0

20.7

5.4

4.9

1.9

0.8

0.3

22.0

0 20 40 60

46.9

18.9

4.8

5.0

1.3

1.5

0.5

21.2

0 20 40 60

 

 

 

 

30歳未満：65件 30歳代：259件 40歳代：302件 50歳代：540件 60歳代：179件 70歳以上：79件

(%)

０回

１回以上５回未満

５回以上10回未満

10回以上20回未満

20回以上30回未満

30回以上50回未満

50回以上

　無回答

53.1

23.4

4.7

1.6

0.0

1.6

0.0

15.6

0 20 40 60

37.0

27.7

7.7

8.3

2.3

1.0

1.0

15.0

0 20 40 60

39.3

19.5

5.8

10.1

3.9

1.6

1.9

17.9

0 20 40 60

44.2

20.9

2.8

4.5

1.1

0.9

0.4

25.2

0 20 40 60

30.9

23.6

6.7

6.2

3.4

1.7

1.1

26.4

0 20 40 60

9.0

42.3

7.7

3.8

0.0

0.0

2.6

34.6

0 20 40 60
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【棒の手ふれあい広場】 

 
猿投：127件 加納町：118件 舞木町：73件 本徳：39件

(%)

０回

１回以上５回未満

５回以上10回未満

10回以上20回未満

20回以上30回未満

30回以上50回未満

50回以上

　無回答

24.6

47.6

7.9

3.2

0.8

0.8

0.0

15.1

0 20 40 60

34.5

21.6

0.0

0.9

0.0

0.0

0.0

43.1

0 20 40 60

42.5

26.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

31.5

0 20 40 60

35.9

33.3

0.0

2.6

0.0

0.0

0.0

28.2

0 20 40 60

 

 
乙部：53件 亀首町：225件 さなげ台：371件 乙部ヶ丘第一：400件

(%)

０回

１回以上５回未満

５回以上10回未満

10回以上20回未満

20回以上30回未満

30回以上50回未満

50回以上

　無回答

46.2

5.8

0.0

0.0

1.9

1.9

0.0

44.2

0 20 40 60

50.7

11.2

0.4

0.0

0.4

0.4

0.0

36.8

0 20 40 60

14.9

0.3

0.3

0.3

0.3

0.0

30.2

53.8

0 20 40 60

1.5

0.8

0.0

0.0

0.3

60.2

28.5

8.8

0 20 40 60

 

 

 

 

30歳未満：65件 30歳代：259件 40歳代：302件 50歳代：540件 60歳代：179件 70歳以上：79件

(%)

０回

１回以上５回未満

５回以上10回未満

10回以上20回未満

20回以上30回未満

30回以上50回未満

50回以上

　無回答

65.6

10.9

0.0

0.0

0.0

1.6

0.0

21.9

0 20 40 60 80

54.9

16.7

1.9

1.2

0.0

0.0

0.0

25.3

0 20 40 60 80

57.3

13.0

2.3

1.0

0.0

1.0

0.3

25.0

0 20 40 60 80

51.1

14.6

0.4

0.4

0.6

0.0

0.0

33.0

0 20 40 60 80

35.4

27.5

2.2

1.1

0.6

0.0

0.0

33.1

0 20 40 60 80

17.9

26.9

1.3

0.0

0.0

0.0

0.0

53.8

0 20 40 60 80
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５ 猿投地域のまちづくりについて 
５－１ 猿投地域のまちづくりについての意見 

猿投地域のまちづくりに関して、ご意見がありましたらお書きください。  

● 地域のまちづくりについてたずねたところ、346 件の意見が得られました。以下に主

な意見を掲載します。 

 

環境について 

・魚、蛍、子供の水遊びができるきれいな川にしてほしい 

・豊かな自然と温かい交流、若い人達が育つよう 

・四季折々の自然環境は素晴らしいので利用して町おこしを皆で取り組めるよう意

識すればもっと変わってくると思います など 

 

行事について 

・伝統行事を大切にしていきたい 

・地元の人と県外から来た人との間で行事があるといいと思う 

・地域ごとに各種の行事が継続して行われている など 

 

交通・道路について 

・通勤車が多いわりに道路がないので危険 

・高齢者、学生のために公共交通機関をなんとかしてほしい 

・通学路のことを先に考えて、交通量の多い所の道路整備をすぐしてほしい 

・学校への通学手段で困っています。公共交通機関の充実を望む 

・歩行者のために早くガードレールを取り付けてほしい など 

 

高齢化問題について 

・年寄りに優しい地域づくりに取り組んでほしい 

・病院、福祉対策、バス等の公共交通機関を充実させること 

・高齢者が楽しく過ごせる町にしてほしい 

・高齢者でも社会参加できるように、公共交通機関の整備をしてほしい 

・身近な所で高齢者を介護してくれるシステムを望む など 
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地域振興・地場産業について 

・地域会議が今後どのような役割を示すか地域住民に示す必要がある 

・高齢者と子供が元気な地域にするため、交流の場を整備、提供していくことが必

要 

・伝統ある猿投と新しい乙部ケ丘という街を調和させることが課題 

・産業と自然を調和させて設計してほしい（地場産業） 

・団地の人達と地元の人達の交流場所と文化の伝達 

・文化や歴史を尊重しつつ、地域の発展を期待したい など 

 

都市計画について 

・公共交通機関を充実してほしい、バスの本数も少ない 

・農業と産業、自然のバランスを取り豊かな里づくりができたらいいと思う 

・猿投山、桃畑を活用して散策道や交流場を作ってほしい など 

 

防犯・防災について 

・子供の防犯を強化してほしい 

・高齢者が安心して暮らせるよう、防犯のために街灯を増やしてほしい 

・防犯対策をしっかりと、災害に強い町づくりを期待します など 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料編 

平成 20 年度調査 アンケート用紙 
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◆あなた自身(回答者)のことについてお聞きします。  

問１ あなたの性別は 
１．男性   

２．女性 

問２ あなたの年齢は 

１．２９歳以下 

２．３０歳代 

３．４０歳代 

４．５０歳代 

５．６０歳代 

６．７０歳以上 

問３ あなたのお住まいの自治区はどこですか 

１．猿投 

２．加納町 

３．舞木町 

４．本徳 

５．乙部 

６．亀首町 

７．さなげ台 

８．乙部ケ丘第１ 

問４ 猿投地域に住んで何年になりますか 

１．５年未満 

２．５年以上～１０年未満 

３．１０年以上～２０年未満 

４．２０年以上～３０年未満 

５．３０年以上 

問５ あなたの家族構成は 

１．一人暮らし 

２．夫婦のみ 

３．親子（２世代） 

４．親・子・孫（３世代） 

５．その他（具体的に       ） 

問６ あなたの職業は 

１．勤め人（フルタイム） 

２．自営業・家族従業 

３．パート・アルバイト 

４．家事専従 

５．学生  

６．無職 

７．その他（具体的に       ） 

問７ あなたの地域の役職は 

   （重複されている場合は２つ○を） 

１．自治区の組長 

２．自治区の組長以外の役員（区長、評議員等）

３．地域会議委員 

４．その他 



 

 80

◆猿投地域のまちづくり全般についてお聞きします。 

問８ あなたは、猿投地域会議についてどの程度知っていますか。（○は１つだけ） 

１．役割やメンバーなどだいたい知っている 

２．聞いたことはあるが、団体、内容はあまり知らない 

３．まったく知らない 

４．その他（具体的に                            ） 

 

問９ あなたは、「わくわく事業（地域づくり補助事業）」についてどの程度知っていますか。 

（○は１つだけ） 

１．具体的な団体や活動内容など知っている 

２．聞いたことはあるが、内容はあまり知らない 

３．まったく知らない 

４．その他（具体的に                            ） 

 

問 10 あなたは、総合的にみて、猿投地域は住みやすい地域だと思いますか。（○は１つだけ） 

１．とても住みやすい 

２．どちらかというと住みやすい 

３．住みやすいとも住みにくいとも言えない 

４．どちらかというと住みにくい 

５．とても住みにくい 

６．まったく判断できない（わからない） 

 

問 10－１ 「住みやすい」または「住みにくい」と思う理由について、具体的にお書きください。 

 

 

◆ 「猿投地域観光交流振興マップ」についてお聞きします。 

問１1 猿投地域会議の提言により、今年度猿投の名所、旧跡など地域資源を盛り込んだ観光交流振興

マップを作成します。マップの活用方法に何を期待しますか。（○は１つだけ） 

１．地場産業、地域振興の基盤となることを期待する 

２．自然環境保全活動に役立つことを期待する 

３．伝統文化、芸術の継承に役立つことに期待する 

４．不測の事態に備えた医療機関マップが掲載されることを期待する 

５．地域外の方に地域の行事等を紹介する役割を期待する 

６．その他（具体的に                            ） 
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◆「バス利用」についてお聞きします。 
 

問１2 猿投地域では、とよたおいでんバスが運行しています。あなたは、「とよたおいでんバス」

をどの程度知っていますか。（あてはまるもの全てに○を） 

１．私は、よく利用している 

２．私は、利用したことがある 

３．家族は、利用している 

４．家族は、利用したことがある 

５．利用したことはないが、路線や運行日などだいたい知っている 

６．聞いたことはあるが、路線等内容はあまり知らない 

７．まったく知らない 

 

問 13 猿投地域における将来のバス運行についてどのように思いますか。（○は１つだけ） 

１．現状のままでよい 

２．おいでんバスは縮小してもよい（その理由：                 ） 

３．おいでんバスの路線の拡大やバス運行の充実を希望する 

４．その他（具体的に                             ） 

 
問 14 猿投地域を運行するバスの利用を高めるために、どんな取組みが最も有効だと思いますか。 

（○は１つだけ） 

１．通勤・通学時間帯の運行本数を増やす 

２．地域がバスを使った行事を企画する 

３．利用の多い時間帯は、定員オーバーにならないような乗車人員のバスにする 

４．最終バスの運行時間を遅くまで延ばす（   時ころまで） 

５．バス停を、雨よけ・椅子つきのバス停に整備する 

６．バス停の位置を民家の密度等と照らし合わせ、利用しやすい位置にあらためる 

７．１日利用パスカード、休日割引など利用者に便利な仕組みを考える 

８．その他（具体的に                             ） 

 
◆地域の防犯・防災についてお聞きします。 

 

問 15 あなたの住む自治区は、犯罪に対して安全なまちだと思いますか。（○は１つだけ） 

１．特に不安もなく、安全なまちだと思う            ‥‥‥‥問１6 へ 

２．時々、犯罪に対して不安を感じる              ‥‥‥‥問１5―１へ

３．毎日、とても不安である                  ‥‥‥‥問１5－１へ

４．その他(具体的に                     )‥‥‥‥問１6 へ 

 

問 15-1 「２・時々、犯罪に対して不安を感じる」「３．毎日、とても不安である」と回答された方
にお聞きします。 

あなたは、どんなことに不安を感じていますか。具体的にお書きください。 
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問１6 犯罪を未然に防ぐために、あなたの住む自治区でどのような活動が必要だと思いますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

１．夜間防犯パトロールを頻繁に行う 

２．見慣れない不審な人や車に注意する 

３．小学生などの登下校時の見守り活動を行う 

４．各家庭の門灯をつけて、夜道を明るくする 

５．近所づきあいを密にし、声掛け運動を行う 

６．被害を防ぐ勉強会、身を守る講習会などを行う 

７．防犯灯を増やし、夜道を明るくする 

８．その他（具体的に                            ） 

 

 

問１7 あなたの家庭は地震等の自然災害が起きたときに、どこに避難すればよいか知っていますか。 

  （○は１つだけ） 

 

          １．知っている             ２．知らない 

 

 

 

問１8 近い将来、大規模な地震の発生が予想されていますが、あなたの家庭では、地震に備えてどの

ような準備をされていますか。（あてはまるものすべてに○） 

１．家族で避難する場所、連絡方法の確認を行っている 

２．自治区の防災訓練などに参加している 

３．懐中電灯やラジオ、非常持ち出し袋を用意している 

４．家具類の固定や転倒防止器具を取り付けている 

５．家屋の耐震工事を行った（計画している） 

６．耐震構造の家を新築（マンション購入）または転居した（予定している） 

７．その他（具体的に                            ） 

８．特に何もしていない 

 

 

◆地域のふれあい活動や福祉関係についてお聞きします。 

 

問１9 あなたのお宅では、ご近所のおつきあいをどの程度していますか。（○は１つだけ） 

１．日頃から何でも相談し合うなど積極的にしている 

２．時々、必要なときに話し合っている 

３．たまに、立ち話をする程度である 

４．会えば、あいさつをする程度である 

５．近所つきあいはしていない（誰が住んでいるか知らない） 

６．その他（具体的に                            ） 
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問 20 あなたは、地域の福祉で特に何が必要だと思いますか。（主なもの３つまで） 

１．地域住民がお互いに助け合える仕組みづくりをすること 

２．市民の健康づくり活動などに支援すること 

３．ボランティアやＮＰＯなど市民の自主活動を育成すること 

４．福祉に関する体験学習の機会が提供されること 

５．身近な福祉サービスに関する情報 

６．気軽に相談できる地域相談窓口の設置 

７．地域で支援される人、支援する人をつなぐ情報提供 

８．地域で集まり福祉活動ができる場所 

９．その他（具体的に                            ） 

10．特に何もしなくても、今のままで十分 

 

 

◆環境美化、ごみ問題についてお聞きします。 

 

問 21 あなたの住む自治区は、きれいだと思いますか。（○は１つだけ） 

１．常に清掃され、たいへんきれいだと思う 

２．どちらかというと、きれいだと思う 

３．ごみの散乱が見られ、あまりきれいだとは思わない 

４．ごみが方々で散乱し、たいへん汚い 

５．その他（具体的に                             ） 

 

問 22 あなたの家庭では、ごみについてどのような取り組みをしていますか。次のア～オについて項

目ごとにお答えください。（○はそれぞれ１つずつ） 

 常
に
実
施
し
て
い
る 

と
き
ど
き
実
施
し
て

い
る 

今
後
は
実
施
し
た
い 

実
施
す
る
つ
も
り
は

な
い 

実
施
し
て
い
な
い 

わ
か
ら
な
い 

ア むだな買物をしない、再利用できるも

のはするなどごみを減らしている 
１ ２ ３ ４ ５ 

イ プラスチック製容器包装、資源、燃や

すごみ、金属ごみ、埋めるごみなどに

分別方法を理解して出している 

１ ２ ３ ４ ５ 

ウ ごみ収集の指定された曜日、時間を守

っている 
１ ２ ３ ４ ５ 

エ ごみ収集の場所をきちんと守ってい

る 
１ ２ ３ ４ ５ 

オ 買い物の際、買物袋等を持参している

 
１ ２ ３ ４ ５ 
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問 23 あなたは、ごみ問題に対して、どのような取り組みが必要だと思いますか。 

（○は３つまで） 

１．子どもから大人まで多くの方がごみ問題を学習できるような機会を増やす 

２．ごみの減量に関する情報提供を行う 

３．買い物袋の持参運動を今以上に盛り上げる 

４．資源のリサイクルやゴミの減量化をさらに進める 

５．ごみの収集日には、住民が交替で監視する 

６．新聞紙等は集団回収に出す 

７．リサイクルステーションを増やす 

８．不法投棄に対する監視、取締りをさらに進める 

９．ごみを出さない（商品包装を簡略化、紙の使用を極力減らすなど）取組みを推進する 

10．その他（具体的に                             

 

◆「自然豊かなまち」の維持についてお聞きします。 

問 24 あなたは、この地域の豊かな自然を維持するために、何が必要と考えますか。（○は１つだけ） 

 

◆高齢者にやさしいまちづくりについてお聞きします。 

問 25 あなたの住む自治区は、高齢者にやさしいまちだと思いますか。（○は１つだけ） 

 

問 26  「やさしい」または「やさしくない」と思う理由について、具体的にお書きください。 

 

 

 

 

 

１．幹線道路の整備以外は、現状の道路の維持の範囲とする 

２．農業振興区域、市街化調整区域の開発を抑制する 

３．緑地の維持に努め、樹木を伐採したら、その分植樹する 

４．猿投地域として、緑化推進運動（花いっぱい運動、樹木植栽運動）を展開する 

５．自転車専用道路を整備するなど、自然保全に結びつく取組みを推進する 

６．荒れた山の手入れ、間伐などの里山整備を推進する 

７．その他（具体的に                            ） 

１．とても、やさしいまちだと思う 

２．どちらかというと、やさしいまちだと思う 

３．どちらとも言えない 

４．どちらかというと、やさしくないまちだと思う 

５．とても、やさしくないまちだと思う 

６．わからない 
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問 27 高齢者が安心して暮らしていくためには、猿投地域でどのようなことに力を入れるべきだと

いますか。（○は３つまで） 

１．高齢者のための憩いの場（たまり場）を増やす 

２．高齢者が、気軽に参加し交流ができるような行事等を増やす 

３．老人クラブや高齢者大学などの生きがいづくりを充実する 

４．高齢者の健康づくりや介護予防の取り組みを充実する 

５．一人暮らしや夫婦のみの高齢者を地域で見守る体制を充実する 

６．老人介護を支援する活動を充実する 

７．高齢者が必要な情報（施設や支援制度など）をまとめた冊子を作成し、配布する 

８．高齢者の悩みや困りごとを、気軽に相談できる地域体制（人）を充実する 

９．地震、火災などの災害時に、安否確認や救援してくれる体制（人）を充実する 

10．公共施設や病院などに移動するための公共交通を充実する 

11．高齢者が、集まって暮らせるグループホームを設置する 

12．高齢者の知識等を活用した大正・昭和の料理・遊び等のイベントを企画する 

13．その他（具体的に                             ） 
 
 
 

◆最後に、猿投地域のまちづくりに関して、ご意見がありましたらお書きください。 

 

 

アンケート調査にご協力いただき、ありがとうございました。 
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資料編 

平成 18 年度調査 アンケート用紙 
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猿猿投投地地域域ののままちちづづくくりりをを考考ええるるアアンンケケーートト調調査査  

 

あなたのご意見聞かせてください。 

  猿投地域の皆様には、日ごろから自治区活動をはじめ地域の諸活動にご理解とご協力 

 をいただき、厚くお礼申し上げます。 

  ２００６年４月に発足した猿投地域会議は、地域会議の役割の一つである地域の問題点や 

まちづくりについて話し合い、地域でできることは何か、住民参加のもとにどのように 

解決するかを検討し、住みよいまちづくりについて考えています。 

 区長会は、住民自治の振興のため、「地域文化・生活文化づくり」を進め、「潤いと安らぎ 

のある地域社会づくり」を考えています。 

 私たちは、安心して幸せな地域づくりのために、この地域の課題・問題及び住民が望む将

来像などを把握するため、アンケート調査を実施することにしました。 

  何かとお忙しいとは思いますが、趣旨をご理解いただき、ぜひアンケート調査にご協 

 力くださいますようお願い申し上げます。 

                    猿投地域会議  会長 森  當 

                    猿投地区区長会 会長 山田 静男 

  

回答にあたってのご注意 

１ このアンケートは、ご家族の中でどなたが記入されても結構です。 

２ 回答は、あてはまる番号を選んで○印で囲むか、具体的に記述してください。

３ 記入されたアンケート用紙は、無記名のままで結構ですので、回収封筒に入れ

て、区長さんまたは組長さんが指定した日までに区長さん（組長さんが回収する

場合は組長さん）または、下記担当にお渡しください。（ＦＡＸ可） 

４ このアンケートについてのお問合せは、下記にお願いします。 

 

豊田市猿投支所地域振興担当内  猿投地域会議事務局(電話４５－１２１１)

        (ＦＡＸ４５－４８２４) 
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猿投地域の印象についておたずねします。 

 

問１ 猿投地域の｢誇り｣と思うことは何ですか 

   (具体的な事柄、名称、場所等) 

                       

                       

                       

                       

                       

                       

                       

 

問２ あなたは、この地域の１０年後の将来像 

としてどのようなまちを望みますか(どの 

ようなまちで暮らしたいと思いますか。)。 

(○は３つまで) 

   

１．自然が豊かなまち 

 ２．活力のある産業のまち 

 ３．文化的な雰囲気のあるまち 

 ４．ふれあいや交流が活発なまち 

 ５．生涯学習活動やスポーツ活動の盛んなまち 

 ６．子供たちが健やかに成長できるまち 

 ７．保健、医療、福祉の充実したまち 

 ８．環境問題に積極的に取り組むまち 

  ９．交通の便の良いまち 

 10．災害などに強い安全なまち 

 11．治安の良いまち 

 12．その他(具体的なご意見があれば下記へ) 

                      

                      

                      

                      

                      

                      

 

 

 

 

 

問３ あなたは、この地域の課題・問題点はど 

んな事だと思いますか。(○は３つまで) 
 

１．病院、診療所等の医療機関の不足 

２．高齢者の生きがい、交流の場がない 

３．高齢者、障害者、母子家庭等の福祉対策の

不足 

４．地震や風水害に対する取り組み 

５．防犯に対する取り組み 

６．子育てを支援する取り組み 

７．農地を保全する取り組み 

８．自然環境を保全する取り組み 

９．渋滞の解消等道路交通をスムーズにするた

めの取り組み 

10．通学路の安全確保等の交通安全に関する取

り組み 

11．バス等の公共交通機関を充実すること 

12．広場、公園などの施設を整備すること 

13．鳥獣（イノシシ、熊、カラス等）被害を減

らすための取り組み 

14．その他(                           ) 
 

この地域の課題・問題点として選んだ番号と理由

（ ）内に上記番号を記入し、具体的に気付いた

事柄、場所等を記入してください。） 

（ ）                   

                     

                     

 

（ ）                   

                     

                     

 

（ ）                   

                     

                     
 
 

次ページへ 
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問４ あなたは、地域の活動に参加するとした 

ら、どんな分野に参加したいですか。 

(○は２つまで) 
 

 １．子ども、青少年の健全育成活動 

 ２．福祉活動 

 ３．ゴミ、リサイクルなどの環境活動 

 ４．防犯活動 

 ５．交通安全活動  

６．自然環境保全活動 

 ７．ふれあい活動（世代間の交流活動、住民同

士の交流活動） 

 ８．スポーツ、健康づくり推進活動 

 ９．文化、芸術及び芸能活動 

 10．その他(具体的な分野をご記入ください) 

                     

                     

 11．地域の活動に参加したくない。 

 

猿投地域会議についておたずねします。 

 

問５ あなたは、平成１８年４月に発足した 

地域会議についてどの程度ご存知ですか。 
 

１．役割やメンバーまでだいたい知っている。 

２．組織が設置されたことは知っているが、内 

容はあまり知らない。 

３．まったく知らなかった。 

 

問６ 猿投地域会議は、地域の問題点やまちづ 

くりについて検討していますが、あなたは 

具体的にどのような取組みを期待しますか。 

(○は２つまで) 
 

１．防災活動の取組み 

２．防犯などの安心安全への取組み 

３．交通安全の取組み 

４．地域環境整備の取組み 

５．独居高齢者対応など福祉問題の取組み 

６．青少年の育成 

７．子育て支援 

  ８．将来のまちづくり計画 

  ９．地域住民の交流の取組み 

  10．産業の誘致 

  11．その他(具体的に) 

                      

                      

 

問７ あなたは、猿投地域会議だよりをご覧に 

なりましたか。 
 

  １．自治区の回覧で読んだ。 

  ２．交流館で読んだ。 

  ３．支所または市役所で読んだ。 

  ４．ホームページで読んだ。 

  ５．読まなかった。 

６．発行されていることを知らなかった。 

 

猿投地域の公共施設利用状況についておた

ずねします。 

 

問８ あなたは、この 1 年間に猿投地域の公共施

設（猿投北交流館及び棒の手ふれあい広場）を

どのくらい利用しましたか。 

※ 図書の返却、交流館ふれあいまつり等の催

し物参加も利用に含めます。 

 １．猿投北交流館 （年   回） 

  ２．棒の手ふれあい広場 （年   回） 

   

 

あなた自身(回答者)におたずねします。 

 

問９ あなたの性別は                         
 

 １．男        ２．女 

 

問 10 あなたの年齢は（記入時現在の満年齢）         
 

１．３０歳未満    ４．５０歳代 

 ２．３０歳代     ５．６０歳代 

 ３．４０歳代     ６．７０歳以上 

次ページへ 
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問 11 あなたのお住まいの自治区はどこですか。   

 

１．猿投 

２．加納町 

３．舞木町   

４．本徳 

 

問 12 あなたの職業は 
 

１．農業        

 ２．会社員、公務員等の勤めの人 

 ３．自営業(経営者を含む) 

 ４．パートタイマー・アルバイト 

 

問 13 あなたは、この地域にお住まいになって 

 
 
 
 
 

 ５．乙部 

６．亀首町 

 ７．さなげ台 

 ８．乙部ヶ丘第一 
 
 
 
 
 

 ５．専業主婦(夫) 

 ６．学生 

 ７．無職 

 ８．その他(                         ) 

 

何年（通算）になりますか。 
 

１． ５年未満 

２．１０年未満 

 ３．２０年未満 

 

４．３０年未満 

５．４０年未満 

６．４０年以上

 

最後に、今後の猿投地域のまちづくりに関するご意見がありましたらお書きください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご協力いただきありがとうございました。 

 

回答は回収封筒に入れて、自治区長（組長さんが回収する場合は組長さん）または猿投

支所地域振興担当に提出してください。 

 

         

 

 

 

 

 

                                        

                                         

                                         

                                         



アンケート実施要項 

 

１ 実施時期 

  ●配布日 

平成１９年１月以降（各自治区の実情に応じて、区長の定める日に配布） 

  ●最終回収日 

平成１９年３月３１日（各自治区の実情に応じて、区長の定める日に回収） 

 

２ 配布先 

各自治区の全住民 

 

３ 配布方法 

  自治区の実情に応じて、区長の指定する方法で配布 

 

４ 回収方法 

 （１）自治区の実情に応じて、区長の指定する方法で回収 

（このとき、原則として封筒に入れて提出するものとする。） 

（２）猿投支所に FAX、郵送または直接手渡しにて提出することも可とする。 

    

                                            

 


